
大

原

幽

学

0) 

回Jじ」、

木目Jl三A、

と

実

践

幕
末
期
の
疲
弊し
た
農
村
と
荒
廃
した
人
心
の
厚
生、
教
化
を
意
図
し
た
農
民
指
導

者、
思
想家
は
多
い
が
一
切
の
封
建
権
力
に
頼
ら
ず、
全
く
農
民
の
立
場
で
実
践

し、
農
民
と
と
も
に
学
び
なが
ら
自
ら
の
教
学
の
体
系
化
を
果
し
た
者
は
少
な
い。
大

原
幽
学は、
農
民の
教
化、
農
業
経
営
の
合
理
化、
農
業
技
術
の
改
良
と
指
導、
生
活

意
識
の
改
善、
婦
女
子
の
教
育
を
連
動し
て
新
村
開
拓に
ま
で
進
ん
だ
実
践
的
思
想家

で
あ
る。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
農
民
の
意
識
改
革と
農
民
の
連
帯
を
う
み
出
し
た
幽
学

の
仕
事
は
封
建
権
力
の
疑
う
と
こ
ろ
と
なっ
て、
七
年
も
の
取
調べ
を
受
け
た
が 、
そ

の
問 、
農
民
達
は
他
家
に
奉
公
し
た
り、

子
供
達
も
子守
り
に
雇
わ
れ
た
り
し
て
そ
の

危
機
を
と
も
に
耐
え
る
と
い
う強
い
師弟
の
き
ず
な
が
あっ
た。
し
か
し、
そ
の
七
年

の
う
ち
に
は
道
を
は
ず
す
者
も
生
じ
た
た
め、
幽
学
は
そ
の
改
心
を
求
め
て
自
刃
す
る

と
こ
ろ
と
なっ
た。
農
民
教
化
の
た
め
に
自
尽し
て
果
て
る
と
い
う
幽
学
の
壮
烈な
思

想
は
八
石
性
理
学
会
と
し
て
今
日
に
及ん
で
お
り、

幽
学
の
実
践
は
特
筆に
値
する。

大
原
幽
学
(寛
政
九
年
安
政五
年
口
巧
lH

g∞)
が
下
総
国
香
取
郡
長
部
村

大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

針

生

清

人

(現
千
葉
県
干
潟町)
を
拠
点
に
し
て
活
動
を始
め
た
当
時
(天
保
年
間)
の
状
況に

つ
い
て、
長
部
村
名
主
代
理
遠
藤
良左
衛
門は
次
のよ
う
に
述
べ
て
い
る。

「
私
村
方
の儀
は、
明
和
年
中
の
頃
は、
家
数
凡
四
拾軒
余
の
慮 、
迫
々
一白
姓
相
潰

れ、
天
保
元
年
に
相
成
二
十
二軒、
其
内
農
間
木
挽
渡
世
の
者
二
十一
軒
に
て、
迫々

耕
作
食
略に
相
成、
猶
々
の
放
蕩の
者
多
く
出
来 、
此
上
何
程
潰侯も
難
計、
:::

若

者
子
供
杯
右放
蕩を
見出県
似
不
行
跡
相
募り、
親
共
井
親
類
組
合
村
役
人
よ
り、

度々

意
見
相
加
候
て
も
間入
不
申、
内
々
致
借
財
等、
或
は
身
代
向
宜
敷
者
の
子
供
等
物
事

に
進
め
込
杯、
高
事
右
に
順
候
次
第、
買
に
可
及
亡
村
の
慮:::」 、
ま
た
「村
方
を
見

渡
し
候
慮 、
百
姓一
方
に
無
之余
業
木
挽
渡
世
の
者
許
に
て、
百
姓一
方
は
私
家
斗
に

御
座
候。
右
木
挽
共
諸
園
経
廻
り

悪
敷
事
を
見
聞、
其
風
を
村
内
迄
押
移し
風
俗
甚だ

不
宜
敷」
と
述べ
て
い
る。
こ
れ
に
よ
る
と
貨
幣
経
済の
農村
浸
透に
よっ
て
農
村
の

荒
廃が
進
み、
潰れ
百
姓、
副
業
農家
が
全
村
に
及
び
専
業
農家
は
名
主
宅一
軒
と
な

る
な
ど
亡
村
の
危
機
感が
強
いこ
とが
伺
え
る。
こ
の
よ
う
な
危
機
感
を
有
し
た
遠
藤

良左
衛
門
自
身
も
若
年
の
折
に
は
「私
浄
瑠
理、
三
味
線、
色
欲
等
に
迷ひ一
ヶ

年
三

十
南
位
宛
他
借
仕 、
夫
れ
を
親
に
数
度
潟
相
排 、
其
外
世
間
を
偽り
内
借
多
相
成、
自



大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

然
家
内
も
者
り
年
々
一
ヰ
十
雨
飴
宛
暮
方
に
相
掛
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
放
蕩
と
者
向
伊
の

生
活
に
深
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
反
省
さ
れ
て
い
る
。

幽
学
は
こ
の
よ
う
に
荒
廃
し
た
農
村
に
あ
っ
て
、
そ
の
復
興
に
占
身
を
挺
し
農
村
の
経

済
的
自
立
を
計
る
と
と
も
に
精
神
的
道
徳
的
に
農
民
を
自
覚
せ
し
め
て
、
荒
廃
し
た
人

心
風
俗
の
改
善
を
農
民
自
ら
に
行
わ
し
め
生
活
意
識
の
向
上
を
教
導
し
た
の
で
あ
る
。

幽
学
は
こ
の
よ
う
な
農
民
自
立
の
た
め
の
実
践
を
根
拠
づ
け
る
た
め
、
自
ら
の
教
学
を

「
性
学
」
あ
る
い
は
「
性
理
学
」
と
呼
ん
で
体
系
化
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
活
動
は
長

部
村
を
中
心
と
す
る
近
郊
農
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
小
規
模
、
地
方
的
で
あ
る
と
い
う
点

を
免
れ
ず
、
二
宮
尊
徳
の
仕
法
ほ
ど
に
は
世
に
知
ら
れ
ず
、
ま
た
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
農
民
の
道
徳
的
、
経
済
的
荒
廃
を
愁
い
て
の
幽
学
の
教
導
の
実
践
は
純
粋
で
あ

っ
た
。も

と
よ
り
幽
学
の
教
導
が
農
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
、
農
村
の
荒
廃
に
危
機
感

を
抱
く
村
役
人
層
の
農
村
復
興
の
期
待
が
下
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

ぃ
。
「
近
郷
一
国
風
俗
甚
不
宜
不
孝
不
悌
は
勿
論
博
突
涯
奔
醐
に
て
農
業
を
怠
棄
し
迫

々
戸
口
も
耗
損
買
に
倫
理
も
蕩
然
夷
秋
野
管
の
景
象
に
有
之
候
」
あ
る
い
は
「
私
村
方

明
和
年
中
比
は
、
家
数
四
拾
軒
程
も
相
暮
候
由
、
其
頃
よ
り
不
時
之
者
杯
出
来
、
親
を

始
め
親
類
殿
重
異
見
差
加
へ
、
其
上
村
役
人
よ
り
も
五
人
組
帳
前
書
の
趣
も
申
諭
し
候

市
も

無
ニ
取
用
一
金
銀
を
遺
捨
て

家
株
の
倍
々
に
も
致
ニ
借
財
「
無
ν
操
配
醤
分
散

或
は
出
奔
訣
落
い
た
す
杯
有
ν
之

其
跡
は
潰
家
に
相
成
り

品
何
回
時
家
名
相
立
候
者
、

家
数
四
五
軒
に
相
成
り
、

賞
以
て
心
細
く
奉
v
存
候
。

殊
に
潰
家
の
跡
は
雑
穀
も
取
上

り
無
き
屋
敷
市
己
残
り
、
立
六
御
年
貢
御
上
納
方
に
差
支
、
名
主
を
始
め
親
類
組
合
難
儀

仕
侯
杯
有
ν
之
候
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
村
荒
廃
、
戸
口
減
少
、

亡
村
、

年
貢

未
進
を
一
体
化
し
て
危
機
感
を
抱
く
村
役
人
、
地
主
層
と
幽
学
の
農
民
教
導
に
よ
る
農

村
復
興
の
教
学
が
合
致
す
る
と
き
、
先
ず
村
役
人
層
が
幽
学
の
教
学
を
受
け
入
れ
、
そ

れ
を
通
し
て
農
民
と
の
実
践
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

幽
学
は
生
前
、
自
ら
の
出
自
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
時
お
り
も
ら
し
た
若
干
の
こ
と
か

(
6
)
 

ら
、
彼
の
出
自
や
学
問
の
形
成
を
推
測
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
天
保
二
年
以

(

7

)

 

来
、
幽
学
が
一
房
総
各
地
を
巡
歴
し
、
特
に
下
総
鏑
木
村
、
長
部
村
を
中
心
に
「
性
学
」
(

8

)

 

(
当
初
「
聖
学
」
)
を
講
じ
門
人
を
と
り
な
が
ら
行
な
っ
た
活
動
は
、
残
さ
れ
た
日
記
、

聞
書
等
、
ま
た
諸
家
の
研
究
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

幽
学
は
、
自
ら
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
十
八
才
で
家
を
出
て
諸
国
を
遊
歴
し
、

「
余
が
遊
歴
二
十
二
年
也
。
・
:
:
京
師

近
み
西
は
珠
州
よ
り
南
は
熊
野
、
北
は
丹
州
東
は
美
濃
国
迄
都
合
十
七
ヶ
園
」
と
あ
る

当
初
は
武
芸

後
に
は
学
問
の
修
業
を
し
た
。

よ
う
に
、
儒
学
、
神
道
、
仏
教
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
遊
歴
の
問
、
俳
句
、
和

歌
、
人
相
、
易
な
ど
の
教
授
を
以
っ
て
生
活
の
資
を
得
、
ま
た
土
地
の
豪
農
豪
商
を
頼

つ
て
の
生
活
で
あ
っ
た
。

文
政
十
三
年
三
月
二
一
日
、
師
と
仰
ぐ
伊
吹
山
松
尾
寺
の
提
宗
和
尚
の
も
と
に
逗
留

し
た
折

「
園
々
遊
歴
し
て
御
停
受
を
活
用
し
た
る
事
杯
語
る
こ
と
終
日
す
。

或
は
道

の
徴
味
幽
玄
の
月
々
日
々
に
明
ら
か
に
知
れ
る
所
々
を
語
れ
ば
、
師
は
悦
び
の
飴
り
:
・

〈
h
山
〉

世
に
道
を
停
へ
呉
れ
よ
か
し
、
と
笠
玉
ひ
け
る
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
、
後
に
「
性
学
」
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
教
学
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る

と
同
時
に
、
師
提
宗
の
志
を
継
い
で
「
道
を
施
す
」
こ
と
を
決
意
し
た
こ
と
を
知
る
。

同
年
八
月
に
至
っ
て
(
九
日
)
、
幽
学
は
信
州
上
回
に
逗
留
中
、
「
友
人
多
く
成
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
「
道
」
を
説
き
始
め
て
い
る
。

海
野
町
小
野
沢
六
左

十
月
二
十
日
、



衛
門 、
辰三
郎父
子
と
相
識
り、

上
回
を
拠
点
と
し
て
教
導
に
励
み、
「此
地
の
友
人

稽古
は
げ
し
く
多
用」
と
な
る。
天
保
二
年
元日一 、
「世田日
辰三
郎、
浮
丸
半
月
の

三
人
り息子
び
の
法
則
を
定
め
ら
れ
け
り。

九
日よ
り

入
門の
者
多
く、
愈
々
稽古
は
げ

し
く
成
り

ぬ」
と
日
記
に
あ
る
よ
う
に、
上
回
で
の
幽
学
の
教
化
活
動
は
「
四千
び
の
法

則」
が
成
り、

入
門者
も
増え
て
活
発
と
な
り
「
稽古
愈
々
駒
し
く、
僕
疲
れ
甚
し」

「
稽古
蒲々
尉
し
く
改
心
の
者
多
し」
と
い
う

文
言
を
日
記
の
各
所
に
見
る
と
こ
ろ
で

あ
る。
入
門者が
四
百
を
数え
る
ほ
ど
に
なっ
た
が、
そ
の
筋
の
警戒
す
る
と
こ
ろ
と

な
り、

幽
学
は
上
田
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る。
幽
学
の
第
一
回
の
危
難で
あ
る。

高々
、

十ヶ
月
程
の
上
回
と
の
か
か
わ
り
で
あっ
た
が、
小
野沢
辰
三
郎
と
い
う

弟

子
を
得
る
と
と
も
に、
幽
学
の
下
総
定
住
後
も
長
く
上
回
と
交
流
し、
弘
化
年
間
に

は一一一
度
も
上
田
を
訪
れ
出
張
教
授
を
行
なっ
て、
幽
学
の
学
風
を
残
し
て
い
る。
し
か

し、
上
田
時
代
の
幽
学
は
俳
名
を
「ぶ
ら
ぶ
ら
斎
遊」
と
称
し、
俳句
に
よ
る
豪
商
ら

と
の
交
遊
が第一
で、
そ
れ
を
媒
介
に
し
て
「修
身
斎家」
の
道
念
講
じ
た
の
で
あっ

て
「講
学」
が
専
ら
で
あっ
た。
未
だ
自
己
に
独
自
な
「性
学」
の
体
系
は
確
立
さ
れ

て
お
ら
ず、
農
民
指
導につ
い
て
の
実
践
も
なかっ
た
の
で
あ
る。

し
か
し、
こ
の
よ
う
に
俳
句
な
ど
を
通
し
て
先
ず
人
と
心
を
通
わ
し
て
後
「
講
学」

へ
至
る
と
い
う

方
法
は
そ
の
後
も
同
じ
で
あ
る。
先
ず、
豪
商
豪
農
な
ど
地
方
に
於
け

る
有
力
者、
農
村
で
の
村
役
人
な
ど
と
俳句、
和
歌
な
ど
を
もっ
て
接
触
し
酒
席
を
と

も
に
し
な
が
ら、
世
間
の
人
に
「
馬
鹿
争」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
が、
「
講
堂

す
る
ま
で
に
至
り、

次
第
に
農
民
た
ち
に
も
教
え
を
広
げ
て
行
く
と
い
う

方
法
が
と
ら

れ
て
い
る。
こ
の
よ
う
な
「
講
学」
を
通
じ
て
自
ら
の
教
学
を
「
性
学」
と
自
覚
的
に

体
系
化
す
る
に
至っ
た
の
は、
天
保
四
年
末
の
こ
と
で
あ
る。
こ
の
「
性学」
に
よっ

て
農
民
の
精
神
的
自
立、
道
徳
の
教
化
を
先、ず
行
な
い、
そ
の
成
果
を
待っ
て
次に
農

大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

業
経
営
等
の
合
理
化
を
実
践
し、
最
後
に一
ヶ

村
全
体
を
「道
友」
と
な
し、
村
ぐ
る

み
で
農
村
の
経
済
的
自
立
を
な
さ
し
め
よ
う
と
する
の
で
あ
る。

幽
学
が
行
なっ
た
農
民
教
化
の
方
法
の
展
開
は
次
の
よ
う
で
あ
る。

「先
己
の
心
の
悪
き
を
知
り、

其
思
き
を
事
に
運
ぶ
を
考
可v
致ニ
改
心一
様
相
諭
し、

;
:

亦
己
が
心
の
悪
き
は、
危
き
事
の
所
以
を
知
ら
し
め、
自
身
と
改
心
を
心
付
候
様

致ニ
教
導-」 、
「
其心
の
穣れ
を
洗ひ
洗ふ
事、
其
性
質
に
よっ
て、
或
は
三
四
年、
或

は
七
八
年
も
磨
き
て、
本
心
の
正
し
さに
至
ら
し
む
る」
の
で
あ
る。
そ
し
て
「
其
志

す
所
の
悪
き
を
改
め、
普
き
に
進
む
為
に、
門人
同
志
議
定
し
て」
性
学
を
学
び、

行
い
を
正
し
農
業
専一
に
す
るこ
と
を
互
に
誓い
あ
う
の
で
あ
る。
「是
に
至
り

候

者
へ
は、
其
の
亭
の
進
む
に
乗
じ
て、
:::

愈
々
改
心
に
志
す儀」
と
い
う
よ
う
に、

単
なる
座
学に
終
ら
ぬ
よ
う
互
い
に
生
活
実
践
に
そ
の
学
ん
だこ
と
を
反
映
さ
せ
る
の

で
あ
り
「己
に
勤
め
て
人
に
及
ず
の
教
諭
仕
候」
と、

(ロ)

の
進
め
方
と
内
容
と
を
述
べ
て
い
る。

幽
学は
自
分
の
行
な
う

教
化

ま
た、
門
人
た
ち
の
書
い
た
「
修
業
荒
増」
で
も 、
幽
学
の
教
え
は、
幽学
自
身
の

「
数
年
来
修
業
経
験
仕
り

侯
意
味
を
以
て、
常
に
教
導
仕
り

候儀
に
て、
:::

患
者
も

不
肖者
も
性
に
率ひ
養ひ
道び
き
候
後
は、
必
ず
本
心
の
正
敷
に
至
候
由
に
て、
初
心

の
も
の
を
教
遁
仕
り

候
に
は、
必
先
性
理
の
自
然
に
本
づ
き、
其
の
も
の
性
質
器
量
等

々
に
藤
じ、
入
安
き
庭よ
り

漸
々
魚ニ
相
向学一
候。
:::

本
心
以
て
悪
敷
を
改
め
善
き
に

進
み
侯
様、
数
年
来日
々
夜
々
無
間
断 、
聯も
空一一一口
耳
の
教
諭
不
仕
手
を
取
て
盲
目
を
引

立
て
撃
を
殿
ま
し
て
昏
睡
を
呼
賢し
候
如
く、
親切
丁
寧に
教
を
施
し、
一
文
不
知
の

女
子
小
児
に
至
る
迄:::
教
道
受
け
稽古
磨
き
合
候:::
己
れ
が
性
之
本
瞳 、
天
地
の

和
す
る
の
如
く
に
相
成
り

侯
筋 、
合問得
修
業
免
仕
侯
に
は、
不
及る
も
中
庸の
教
に
槌

り
て
運
び
き
養ひ
候」
と
幽
学の
行なっ
た
教
導
の
進
め
方
を
述
べ
て
い
る。
そ
し
て
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践

そ
の
教
化
の
内
容
は、
性
学
の
主
題
で
あ
る
「
慎
濁
と
申
事
を
専
ら
教
授
受
申
侯」
と

い
う
よ
う
に、
私
利
私
欲
を
捨て
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
「
常
々
私
共
を
引
立
教
育

致
し
く
れ
侯間
相
封
し
居
候
言
語
慮
答之
模
様、
日
用
平
生
諸
事
寓
端
取
扱
之
中
に、

春の
陽
炎
の
朗
ら
か
に
物
々
を
生
育
致」
す
よ
う
に
指
導し
て
い
る
こ
と
を、
そ
の
人

柄を
述
べ
な
が
ら
「
相
封し
候
得
ば
何と
な
く
快よ
く
楽
し
く」
な
る
と
述
べ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る。

ま
た、
門
人
の
遠
藤
良左
衛
門も、

人
を
導
く
に
初
め
一
と
せ
二
年

「大
原う
し、

の
中
は、
必
ず先
ず
情
を
施
し
て
其
の
情
の
能
く
通
る
時に
至
りて

後
ち
理
を
亭
ば
し

む
る
な
り。
し
か
し
て
専
ら
理
ば
か
り

事ぶ
こ
と
亦二
年一ニ
と
せ、
其
の
う
ち
に
な
お

-\
情
を
施」
し
て、
次
第
に
理
を
知
る
に
至
ら
せ
る。
「愛
に
至
れ
ば
其
の
知
れ

た
る
限
り

を
行ひ
勤
む
る
事
を
専
ら
習は
し
む
るこ
と、
或
は
一
と
せ
或
は
二
と
せ
な

り。
又
其
行
の
能
く
勤
む
る
事
に
至
れ
ば、
猶
々
理
を
深
く
さ
ぐ
ら
し
む」
る
も
の
で

(HH)

 

あ
る
と
述
べ
て
い
る。

以
上
の
よ
う
に、
幽
学の
とっ
た
方
法
は
先
ず
人
々
と
心
を
通
わ
せ、
相
手
の
心
を

開ら
か
せ
る
こ
と
に
徹
底
し、
そ
の
聞に
絶
対の
信
頼
を
得
て
か
ら
講
学
を
始
め、
本

人
に
も
反
省
さ
せ
る
こ
と
を
反
復
す
る
も
の
で
あ
り 、

そ
の
後
に
農
業
経
営
に
実
践
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う。

幽
学
の
とっ
た
方
法
は、
先
ず
専
ら
「
情
を
施
し」
心
をか
よ
わ
せ
る
こ
と
か
ら
始

め
る
こ
と
で
あっ
た
が、
そ
の
た
め
に
幽
学
の
「
道
友」
と
呼
ぶ
門
人
宅
に
自
ら
出
向

い
て、
平
易
に
人
の
道、
孝 、
家
内
和
合、
子
育、
風
俗
改
良 、
子
孫
永
続 、
分
相
応

の
倹
約 、
家
業
専一
等
の
こ
と
を
語っ
た
の
で
あ
る 。
そ
の
た
め
に 、
日
に
二
三
ケ
村

四

を廻
り

歩
く
こ
と
も
多
く
あ
り 、

時
に
は
医
薬
の
投
与
も
行なっ
て
い
る。
この
よ
う

に、
幽
学
に
心
を
聞い
て
入
門
する
者
が
出
て
来
た
と
き、
幽
学
の
活
動
は
本
格
化

し、
次
の
よ
う
な
や
り

方
で
進
め
ら
れ
る。

(1) 
神
文
書。
入
門
者
は
入
門
に
際し
て
覚
悟
の
程
を
披
涯
す
る
誓
約
書
を
提
出
し

た。
こ
の
入
門
式
は
重
要
視
さ
れ、
後
に
は
毎
年
十
二
月
十
七
日
に、
神
文
式
を
あ
げ

る
よ
う
に
なっ
た。
そ
の
様
子
は、
「暁
正
八
つ
時
(
午
前
二
時〉 、
先
生
初
本
人
皆
浴

し
て
服
装
を
改
め、
先
生
の
前
に
於
て
調一
心
不
嬰
の
性
根
を
定
め、
神
文
伏
姓
名
の

下
へ
爪印
を
す
る
也。
小
前
夜
一
統
立
舎列
座
し
て、
共
に
誠心
を
添
ゆ、
此
式
終り

て
一
同
慎
而
教師
の
前
に
至
り、

心
法
の
備
へ
を
立
て、
躍し
且
立
舎人
一
同
へ
も
耀

(日)

謝
す
る
な
り」
と
い
う
も
の
で
あ
る。
こ
の
こ
と
は、
人
心
改
善、
農
村
復
興
と
い
う

難
事
業
に
取
り

組
むた
め
に
あ
たっ
て、
各
人の
覚
悟 、
決
意
の
程
を
重
視
し
た
も
の

で
あ
り 、

断
学
は
屡

、々
こ
の
種
の
誓約
を
求
め
諸
々
の
心
得
を
示
し
た。
例
え
ば 、

通
俗
道
徳
の
標
準
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
「
連
中
誓
約
之
事」
が
あ
る。
「一、博
突 。

一、
不
義
密
通。
一、
諸
勝
負。
一、
職
行二
重。

一、
強
欲。

謀
斗。

一、
訴
訟
頭。

狂
日
或
は
手 一
躍
浄 女
j留マ 郎
理マ 買
長
喜

味
線
の
類ひ

一、

一、
大
酒。

人
の
心
の
浮
るL
所
作。
右
に
記
所
は
勿
論其
外
分に
慮
せ
ぬ
儀
弁
審け
間
敷
儀
且
危

き
商ひ
且
危
き
身
の
行扶
等
い
た
す
に
お
ゐて
は
子
孫
致
誠
亡
所
以
の
味
はひ
篤と
承

知
仕
上
候
者 、
右
瞳
無
道
の
行
扶
一
切
仕
間
敷
候
若
亦
同
門
の
内
右
瞳
行扶
悪
者
有
之

節
は
其
最
寄々
々
不
申
及、
遠
方
よ
り

来
り

候
と
も 、
急
度
可
諌言
事」
と
い
う
も
の

で
あ
る。
こ
の
種
の
誓
約
は
自
己
の
決
意
を一示
す
と
同
時
に
同
門
の
結
束
を
強め
る
も

の
で
も
あっ
た。

教
会
所、
改
心
楼
〈教
場)
で
の
講
義。
幽
学
お
よ
び
高
弟
に
よ
る
性
学講
義
と

qG

 

道
友に
よ
る
『
徴
味
幽
玄考』
の
朗
読
と
講話が
行わ
れ、
迷
信の
排
斥
すべ
き
こ
と



な
ど
が
教
え
ら
れ
た。
進
歩
の
見
え
る
者
に
は
景
物
(
賞
品)
が
与
え
ら
れ
た。

(3) 
道
友
相
互
の
研
讃。
道
友は
自
ら
為
す
べ
き
こ
と
守
る
べ
き
こ
と
を
「
議
定」

し
「
行
状
突
合
せ」
を
行なっ
て
お
互
い
に
志
操を
堅
く
し
平
生
を
誠
合っ
た
の
で

あ
る。
ま
た、
幽
学
は
道
友
一
同
に
対
し
て、
日
常
に
於
いて
注
意
し
守
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
な
ど
を
記
る
し
た
「廻
文」
を
廻
覧
さ
せ
も
し
た。
さ
ら
に、
性
学の
学
習、

日
常
の
説
諭
等
に
つ
い
て
道
友
の
理
解
し
た
と
こ
ろ
な
ど
を
書か
せ
る
「
入
れ
札」
を

行
な
い、
そ
の
理
解
把
握
を
確
実
に
さ
せ
る
と
と
も
に、
そ
れ
を
道
友
間
に
廻
覧
さ

せ、
理
解
を
共
通
に
す
る
工
夫も
な
さ
れ
た
の
で
あ
る。

(4) 
旅
修
業。
幽
学
は
教
育
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
旅
修
業
を
行
なっ
た
こ
と
は
極
め

てユ
ニ
ー
ク
で
あ
る。
そ
れ
は
各
地
の
人
情
風
俗
を
見
て
知
見
を
広
め、
旅
の
困
苦
を

忍
び
意
志
を
練
る
な
ど
の
道
徳
教
育
の
一
環
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

(5) 
性
学
大
会。
幽
学
は
毎
月
一
回
「
男
子
大
会」
「
婦
人
大
会」
「小
児
大
会」
を
開

催
し
て、
講
話
や
行
状
上
の
訓
誠
を
与
え
た。
婦
女
子
の
教
育
に
力
を
入
れ
た
こ
と
は

当
時
と
し
て
は
実
に
注
目
すべ
き
こ
と
で
あ
り、

家
庭
の
整
頓 、
家
内
の
和
合
に
意
を

注
い
だ。
特
に
児
童
教
育
を
重
視
した
点
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る。

附
換
子
制。
児
童
教
育
を
重
視
す
る
幽
学
は、
他
人
の
子
供
も
我
子
同
様
に
愛
育
し
膜

ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
趣
旨
で、
道
友
聞
で
互
に
子
供
を
養
育
し
合
う
「
預
り

子」
制を
お

こ
なっ
て、
村
ぐ
る
み
で
児
童
教
育
の
実
を
あ
げる
と
共
に、
道
友
も
養
親と
し
て
の

自
覚
を
も
っ
と
同
時
に
村
落
の
連
帯
を
深
め
た
の
で
あ
る。

(7) 
農
村
生
活の
改
善。
幽
学
は
分
散
し
て
い
る
農
耕
地
を
整
理
統
合
す
る
た
め
に、

耕
地
の
交
換
分
合
を
行
な
う
と
と
も
に、
そ
れ
に
と
も
なっ
て
宅
地
移
転
な
ど
も
行
な

い
耕
作
の
便
を
計っ
た。
ま
た
正
条
植 、
二
毛
作
を
教
示
し、
朝
草
刈 、
堆
肥 、
夜
仕

事
等を
奨
励
す
る
な
ど
農
業
技術
の
改
善
を
推
進
し、
農民六の
改
良
等も
行
たっ
た。

大
原
幽
学
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思
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実
践

「仕
事
割
控」
を
作
成
し、
農
業
の
計
画
的
経
営
を
実
践
す
る
と
と
も
に
生
活
資
材の

共
同
購
入
を
実
施
して
生
活
の
簡
素
化、
合
理
化
を
行
なっ
た。

(8) 
規
矩、
心
得
の
作
成。
幽
学
は
日
常
生
活
を
規
則
正
しい
も
のに
し、
自
己
を
反

省
さ
せ
る
た
め
に
多
く
の
心
得
を
作
成
し
た。
そ
れ
に
は
「帯
締
る
度
毎
に
志
を
可

定
事
尤
生
涯
可
守
之」 、
「
元
服
了
筒
定」 、
「
男心
得
之
事」 、
「
女
心
得
之
事」 、
「夫
婦

共
に
心
得
べ
き
事」 、
「
夫よ
り

妾
へ
言
渡
し
の
事」 、
「
医
師
生
涯心
得
の
事」 、
「生
漉

心
得
之
事」 、
「普
請
心
得
の
事」 、
「規
式
解」
(正
月
の
規
式)
な
ど
が
あ
る
が
何れ

も
道
徳
的
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る。

(め
先
祖
株
組
合
設
立。
農
村
の
復
興
は
三
代
後
を目
標
に
せ
ね
ば
成
ら
ぬ
も
の
で
あ

り、
ま
た
二戸
の
カで
は
成
る
も
の
で
は
な
い
と
の
趣旨
か
ら、
「先
祖
株
組
合」
と

い
う
共
同
組
合
を
作
り、

共
同
作
業
に
よっ
て
生
産
性
を
あ
げ、
そ
の
利
益
を
以っ
て

質
入
地
を
買い
も
ど
し
て
共
有
地
に
し
た
り、

潰れ
百
姓の
家
を
回
復
す
る
こ
と
に
努

め
た。
こ
れ
は
世
界
で
最
も
早
い
共
同
組
合
で
あ
る
と
同
時
に、
農民
の
惣
作
を
否
定

し
て
い
た
幕
藩
体
制の
農
業
に
対
す
る
基
本
方
針
を
否
定
す
る
も
の
で
あっ
た。

0.0) 

新
村開
拓。
幽
学
の
意
図
す
る
こ
と
は
村
ぐ
る
み
の
自立
で
あ
り
自
力
更
生
で
あ

る
こ
と
か
ら、
村
ぐ
る
み
道
友
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ、
そ
の
実
践と
し
て、
鏑
木
村

の
山
林
を
開
拓し
て
宿
内
村
を開
村し
た
の
で
あ
る。

以
上
の
よ
う
に
整
理
要
約
で
き
る
幽
学
の
実
践
は、
何
れ
も
村
ぐ
る
み
で
の
農
村
改

善
へ
と
進
む
方
向
を
辿っ
て
お
り、

そ
の
方
向
の
そ
れ
ぞ
れ
に
於
い
て
農
民
の
日
常
的

家
庭
生
活
の
中
に
入つ
て
の
教
化
を
行
なっ
た
も
の
で
あ
る。
そ
の日
常
訓
話
が
多
く

の
云
い
伝
え
と
なっ
て
残っ
て
お
り
聞
書
集
と
なっ
て
い
る。
ま
た、
そ
の
聞
の
幽
学

の
廻
村
等
の
日
常
的
活
動
は
「口
ま
め
草」
「道
の
記」
な
ど
の
日
記
に
よっ
て
知
る

こ
と
が
で
き、
そ
の
よ
う
な
実
践
を
基
礎づ
け
る
性
学
の
体
系
は
『
徴
味
幽
玄
考』
と

五
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な
り、
ま
た
幽
学
の
教
え
を
実
践し
た
道
友
の
研
鑓
は
『
義
論
集』
と
なっ
て
残っ
て

い
る。

四

幽
学
の
教
育、
思
想の
根
本
は、
「天
地
寓
物
の
性
理
の
学」
と
し
て
体
系
化
さ
れ、

「性
学」
ま
た
は
「性
理
学」
と
称
さ
れ
た。

「性
学」
と
自
覚
さ
れ
た
幽
学
の
思
想は
先
ず
『
性
事
趣
意』一ニ
篇
(
天
保
七
年、

『
全
集』
所
収)
に
表
さ
れ
た。
そ
れ
は、
前
編
に
序、
凡
例 、
「性
向学
趣意」 、
中
篇

に
「以ν
鵡自
ら
立
る
徴
味、
土
の
規
矩
の
事」 、
後
篇
に
「
庶
人
を
養ふ
事」
を一記
る

し
た
も
の
で
あ
る。
そ
の
内
容
を
概
略
す
れ
ば
次
の
如
き
で
あ
る。

幽
学
の
教
学の
根
本
は
「性」
で
あ
る
が
「性
者
則
天
地
の
和
に
な
り

た
る
物
に

し
て
則
其
撞也 、
則
其
如
く
也」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る。
こ
の
「性」
を
述
べ
る

性
学
は一克
来
外
来
の
も
の
で
あ
る
が、
「道
者
一
一斗」
で
あ
り、

道
を
内
外
に
別
け
る

べ
き
で
は
な
く
内
外
と
も
に
一
な
る
も
の
で
あ
る。
「性
は
理
と
し
て
唯
寓
物
育
る

所
以
也。
もっ
て
別つ
べ
き
な
し」
とい
う
の
で
あ
る。
そ
し
て
この
「
天
地
の
和
な

る
性
の
所
以
を
知
て、
己は
常
に
其
性
の
憧に
居
て、
君
臣・
父
子・
夫
婦・
昆
弟
・

朋
友
の
情
を
能
く
味ひ
て、
其
趨
自
立
よ
ふ
と
行」
う
な
ら
ば、
「大
を
語
れ
ば
天
地

の
和
の
如
く
寓
民
高
物
を
育
ひ
小
を
語
れ
ば
或
は
其
所
或
は
其
家
内の
者
を
育

ひ、
遠
く
は
是
を
高歳
の
後
に
至
ら
し
む。
近
くは
子
孫旦
其
身
の
行
末
を
立
し
む
る

の
道
事」
と
な
る。
こ
れ
が
幽
学
の
「性
学」
だ
と
い
う
の
で
あ
る。
こ
の
「性
学」

を
語
る
の
も
相
互
に
そ
の
行
末
の
楽
し
か
ら
ん
事
を
願つ
て
の
事
で
あ
り 、

道
友
の
た

め
に
の
み
記
す
のだ
と
い
う。
しか
し
こ
の
『
性
事
趣
意』
は
道
友
の
望
み
に
よっ
て

急
に
記
し
た
もの
で
あっ
て
不
完
全
で
あ
り、

弘
化
三
年
頃ま
で
に
幾
度
か
加
筆
訂
正

ムノ、

さ
れ
て
成っ
た
の
が
『
徴
味
幽
玄
考』
で
あ
る。

『
徴
味
幽
玄
考』
の
基
礎
概
念
の
第
一
は
前
書
と
同
様
に
「性」
の
概
念
で
あ
る。

そ
の
概
念
規
定
は
「天
地
の
和
則
性、
性
則
天
地の
和
に
し
て
其
偉な
る
者」
に
こ
め

ら
れ
て
い
る。
そ
の
「和」
に
つ
い
て
は
何ら
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が、
全
文
か

ら
判
読
さ
れ
る
か
ぎ
り、

調
和、
和
合、
秩
序、
法
則
性
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ

れ

時
には
「道」
と
同
義
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。
「天
地
の
和
す
る
所
以
の
者
一

ツ
に
し
て、
性
た
る
所
以
の
者
亦同
じ」
で
あ
る。

わけみ
たま

ゆ

そ
し
て
人
間
は
こ
の
「
天
地
の
和
の
別
神
霊
の
長
た
る
者
故、
天
地
の
和
の
万
物
之

き
及
ぼ
す
如
く
の
養
道
を
行
ふ
こ
そ 、
人
の
人
た
る
道
と
する」
も
の
で
あ
る。
す
な

わ
ち
人
聞
は
こ
の
「
天
地
の
和」
で
あ
る
「性」
を
分
有
す
る
も
の
で
あっ
て、
自
然

と
人
聞
社
会
を
秩
序
づ
け
る
「
天
地
の
和」
で
あ
る
普
遍
的
な
性
を
自
己
の
日
常
生
活ゅ

に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
人
間
た
る
所
以
だ
と
い
う
の
で
あ
る。
そ
の
と
き
「
之

ゆ

き
及
ぼ
す」
と
い
う
こ
と
に
幽
学
の
独
自
性
が
あ
る。
そ
の
「
天
地
の
和」
の
「
之
き

及
ぼす」
こ
と
の
「微
味
幽
玄
を
明
ら
か
に
知
る」
に
は
「性
の
理」
を
よ
く
知
ら

ね
ば
な
ら
ず、
そ
こ
に
「性
の
幽
玄」
が
学
と
し
て
成
立
す
る
所
以
が
あ
る
とい
う
の

で
あ
る。

そ
の
性
の
理
の
幽
玄
の
学
を
学
ぶ
に
は

率v
性
之
謂v
道、
儲ド

「
天
命
之
謂ν
性

道
之
謂ν
教」
(
中
庸
第
二
き
の
句
に
見
ら
れ
る
三
つ
の
「
之」
の
字
を「ユ
ク
と
訓」

ず
る
な
ら
ば、
「
先
万
物
自
ら
生
じ、
自
ら
育
は
る
る
所
以
を
知
る」
こ
と
が
で
き
る。

ゆきおよほ

そ
し
て
「天
命
之
謂
性」
に
お
け
る
「
之」
の
字
は
「天
の
陽
気
の
万
性
に
之
施
す」み

ち
び

こ
と
を
意
味
し、
「
率
性
之
謂
道」
の
と
き
の
「
之」
は、
「分
相
応 、
器
量
相
応
に
道

ゃ
し
な

き
育
ふ
事
の
止
ま
ざ
る」
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る。
「
儲
道
之
謂教」
の
「
之」

は
「
先
ず己
を
天
地
の
和の
別神
霊
の
偉
に
備へ
て、
以
て
天
地
の
和
す
る
が
如
く
行



ふ
の
中
を
指
す」
と
い
う

独
自
の
解
釈
を
立て
た
の
で
あ
る。

おっ

そ
し
て
「
性
理
学」
は
「日
月
の
照
す
所、
霜
露
の
隊
る
所、
人
力
の
通
る
所、
天

地
和し
て
性
有る」
の
で
あ
るか
ら、
「
何
園
の
道
と
別
けべ
き
所
以」
は
な
い。

理
学
は
「陰
陽
消
長
の
理
を
推
し、
天
地
自
然
の
理
を
専
ら
学
ぶ」
も
の
だ
と、
し、
う

の
で
あ
る。

古
く
か
ら
あ
る
神
儒
仏
の
三
道
は、
時
に
は
偏っ
て
そ
の
何れ
か
が
専
ら
世に
行わ

れ
る
こ
と
も
あっ
た
が、
互
に
影
響し
あ
い
そ
の
長
所
を
採
り
あっ
て
「
幾
百歳
移り

合
ふ
て
自
ら
世
に
混
じて」
き
て
お
り、
「以
て
民
の
好
む
所
に
準
て
自
ら
世
に
混
じ

た
る
其
憧
に
択
び
能
く
執り
用
ひ」
て
い
る
の
も、
三
道
の
何
れ
か
に
偏
す
べ
き
で
な

い
こ
と
の
「天
地
の
自
然」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
し、
幽
学
は
三
道
不
偏た
る
べ
き

」
と、
道
は
本
来
一
つ
で
あ
るこ
と
を
説
い
た。
そ
の
道
と
は
「
万
民
安
住
す
る
養

道、
則
天
地
の
自
然に
し
て
其
器々
に
準
ふ
所
以、
天
地
の
和
の
万
物
洩さ
ず
生
育
す

る
味ひ
た
る
者」
で
あ
る。

五

こ
の
「天
地
の
和
則
性、
性
則
天
地
の
和に
し
て
其
億な
る
者」
を
説
く
『微
味
幽

玄
考』
の
執
筆
の
目
的
は、
「
庶
人
の
為
に
著
す」
と
い
う
こ
と
に
あ
る。
庶
人
と
は、

「是
心
意に
無」
く、
「見
聞
事
毎
に
疑
惑す
る
者」
で
あ
り、
「学ぶ
事
を
得
た
る
者

す
く
な

b
己

は
鮮」
い
の
で
あ
る。

「
是
道
を
行
ふ
心
法
の
極
め
無」
く、
「
節に
桝
ら
ざ
る

ま
た

事
多」
く、
「空
し
く
惑
乱
に
漂
ふ
て
終
にロ
の
先
の
学
者
に
流
る
る
者
多」
し
と
い

え
る
の
が
事
実で
あ
る。
こ
の
よ
う
に
幽
学
は
庶
人
を
し
ば
/\
「
下
愚・
愚
俗」
と

呼
び、
徹
底
的
に
一
度
は
庶
人
を
否
定
し、
そ
の
愚
民
性
を
曝
露
す
る。
そ
れ
も
一つ

に
は、
農
村
荒
廃
の
中
で
無
気
力
に
生
き
道
徳
的
に
も
退
廃
し
て
い
る
農
民に
そ
の
現

大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

実
と
自
己
に
つ
い
て
の
認
識
を
改め
さ
せ
る
た
め
で
あ
り

一
つ
に
は、
士
の
職
分
は

道
徳
に
あ
る
と
す
る
山
鹿素
行
の
士
道
論
の
影
響
を
受
け
た
幽
学
が、
武
士
の
道
徳
性

性

を
農
民
に
与
え
よ
う
と
す
る
独
自
の
思
想
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。
す
な
わ
ち、
そ
の
愚

民
性
を
徹
底
的
に
曝
露
さ
れ
る
農
民
も
「
天
地
の
和
の
別
神
霊」
で
あ
り

普
遍
的
な
原

理
で
あ
る
「性」
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る。
し
た
がっ
て
「
庶
人
も
心
の
置
き
所
よ

け
れ
ば、
分
相
応・
器
量
相
応
の
心
の
法
則
の
自
然
と
極
ま
る
所
以
を
知
ら
し
む
る
為

と、
事
物
の
疑
惑
を
晴
ら
さ
し
む
る」
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

幽
学
が
農
民
の
道
徳
教
化
を
行
な
う
と
き
の
模
範
は
武
士
で
あ
る。
「
腹
を
切
ら
ず

と
も
済
む
身
分」
で
あ
る
庶
民
に
対
し
て、
武士
は
「人
の
出げし
た
る
過に
て
も、
筋

に
よっ
て
は
己
が
切
腹
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
身
分
の
者」
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
幽
学
の

道
徳
の
根
本
が
あ
り、

後
に、
幽学
自
身
も
こ
の
道
徳に
従
う
と
こ
ろ
で
あ
る。
幽
学

に
とっ
て、
「心
荒に
有っ
て
心
法
自
ら
備
は
り

有
る
者
今
我
朝に
お
ゐ
て
は
士
ひ

以
上
の
者」
で
あ
る
の
で、
『
徴
味
幽
玄
考』
は
「土
ひ
以
上
の
事」 、「士
ひ
以
上
の
常

に
心
の
有
る
所」
を
記
る
し
て、
庶
民
に
対
し
て、

す

事
も
あ
ら
ば、
其
分
其
器
量
相
応
に
魂
を
居へ
直す
べ
し」
と、
武士
の
道
徳
性
を
自

「
武士
の
魂
ひ
を
能
味
ふて
感
る

ら
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
教
諭
す
る
の
で
あ
る。

幽
学
の
採っ
た
方法
は、
土
と
庶
を
徹
底
的
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
道
徳
的
に
極

端
化
し
た。
庶
を
徹
底
的
に
否
定
す
る
こ
と
は、
「士
ひ
以
上」
を
必
要
以
上
に
美
化

し、
神
聖
化
す
る
こ
と
に
な
る。
そ
し
て
こ
の
「土
ひ
以
上」
の
美
化、
神
聖
化
は
幕

藩
体
制
を
肯定
す
る
歴
史
観
と
な
る
も
の
で
あ
る。
す
な
わ
ち 、
「帝
を
始、
将
軍
家、

諸
武
家、
皆
万
代
不
易
な
れ
ば
万
々
歳
天
下
泰
平
也」
と
い
う
こ
と
に
示
さ
れ
る。
そ

れ
に
よ
る
と、
天
子
は
「
皇太
神
の
御
血
脈
を
以
て
異
な
る
血
宝
無」
く
「
天
下
の

政
を
頼
朝公
に
命
ぜ
ら
れ
て
後、
明
神
君
方以
来、
猶
以
て
所
謂
諸
大
名
方を
し
て
相

七



大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

と
も
に
衆
説
の
両
端
を
執
て、
以
て
天
下
の
政
を
正
す
る
法
則
と
成」
っ
た
と
い
わ
れ

る。
こ
こ
に
は、
皇
統
一
系
と
天
皇に
よ
る
武
家
政
権
の
委
任
論
が
あ
る。
そ
し
て、

「所
謂
天
下
大
乱
の
中へ
明
神
君
方
出ま
し
て、
天
下
に
比
類
無
き
大
仁
徳
以
て
軍
を

鎮」
め
た
の
で
あ
り、
ま
た
「大
名
方
社
に
詣ふ
ず
る
時
は
自
ら
簾
を
揚
て
内
般
に

入
る。
是
則
神
と
同
体
也。
則
生
た
る
神
也」
と、
将軍
家
はい
う
に
及
ば
ず
大
名
も

神
格
化さ
れ
て
い
る。
さ
ら
に
武士
も
「先
祖
々
々
の
正
き
血
脈
を継
ぎ、
正
し
か
り

た
ぐ

し
事
の
等
ひ
を
世
々
聞
き
伝り
て、
天
下
の
民
を
憐む
の
志
自
ら
備
り
て
有
る」
と
い

ぃ 、
武士
の
道
徳性
の
生
得
な
る
こ
と
を
述べ
る
の
で
あ
る。
こ
れ
に
対
し
て、
生
来

的に
善
美な
る
武
士
に
対
置
さ
れ
る
庶
人
は
「其
場
限
り
の
事
に
深
く
心
を
入」

る
も
の、
「慢
心
す
る」
もの

「己
が

「一ツ
と
し
て
礼
有
る
こ
と
の
無」
き
も
の

得
手
勝
手
耳
行
ふ
者」 、
「心
に
法
の
な
き
も
の」
で
あ
る
と、
その
否
定
さ
る
べ
き
点

が
列
挙
さ
れ
る。

し
か
も、
幽
学
に
は
封
建
体
制
を
批
判
す
る
視
点
はな
く、
ま
た、
武土
が
農工
高

に
寄
生
し
生
産
に
従
わ
ぬ
「不
耕
貧
食」
と
い
う
安
藤
昌
益
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
視
点

も
な
い。
唯 、
武士
が
文
武
の
徳
性
を
兼
備
し
て
農工
商
三
民
の
上
に
在
る
と
い
う
こ

と
を
生
得
的
で
あ
る
と、
こ
れ
を
盲
目
的
に
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る。

わ
け
み
た
ま

や
し

「
天
地
の
和の
別
神
重
な
れ
ば、
自
然
の
養

以
上
の
よ
う
に
否
定
さ
れ
る
庶
人
も、

な
ひ

み
ち
び

育
を
以
て
道
け
ば、
本
心
の
正
き
に
至
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し」
とい
え
る
の
で、こ

こ
に
農
民
の
道
徳
教
化
の
起
点
を
お
く
の
で
あ
る。
し
か
し、
庶
人
は、
幽
学
の
理
想

化
す
る
武
士
的
善
美
の
性
を
持
た
ぬ
の
で、
「人
欲
の
私
而
己
にて
心
の
穣れ
た
る
者

而
己
の
中」
に
い
る
こ
と
を
充
分に
自
覚
し
て
「先づ
己
が
心
の
積れ
た
る
を
能
く

知
り、

是
を
能
洗ひ
清
め
て、
以
て
必
先
づ
父
母
の
知
ら
ざ
る
所
を
ば
な
お
能
行
ひ

勤」
め
ね
ば
な
ら
ぬ。
そ
れ
は
父
母
を
悦
ば
すこ
と
で
あ
る。
「父
母
の
悦
び
楽
む
を

/\ 

見
る」
と
き
は
「家
内
の
者
は
い
ふ
に
及ば
ず
他
人
と
いへ
ど
も
其
親
子
の
者
を

唯
慕
は
し
く
頼
母
し
く
思
ふ
事
に
至
る」
だ
ろ
う
と
い
う。
こ
れ
が
「
庶
人
相
応
の
徳

之
本」
で
あ
り、
「分
相
応
の
至
徳
要
道」
で
あ
る。
こ
の
「相
応
の
徳」
を
実
現
す

る
の
は
「我
が
身
を
思
ふ
こ
と
無
く
専
ら
人
の
よ
ろ
し
き
を
念
ひ、
且
人
と
共
に
孝

を
尽
す
故、
障
る
所
無
く、
自
ら
礼
立
ち
人
も
我
も
宣
な
る
事に
至
る
也。
故
に
心
の

法は
性
の
憧に
し 、
行
ひ
は
必
孝
を
先
に
す
べ
し
と
い
ふ
也」と
い
う
こ
と
で
示
さ
れ

る
幽
学
が
「
孝」
を
以っ
て
庶
人
道
徳の
最
高
規
範
と
し
た
こ
と
も、

わ
ず
か

し
ば
/\
「
柳

れ

五
人
か
十
人
の
家
内
の
者
を
も
伏さ
し
め
得
ざ
る
風
情」
と
い
わ
れ
る
庶
人
に
は、

「
修
身
斉家
治
国
平
天
下」
の
全
て
を
考
量
す
る
必
要
は
な
く
「修
身
斉家」
の
み

を
考
え
れ
ば
よ
し
と
す
る
も
の
で
あ
り、
し
か
も
「
庶人
の
修
身
斉家」
の
み
を
考
え

れ
ば
よ
い
と
い
う
分相
応、
器
量
相
応
の
実
践
を
説
く
の
で
あ
る。
そ
れ
が
「是
己
が

心
を
磨
き
な
が
ら
幽
玄
を
学
ぶ
所
以」
で
あ
る
と
い
う。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は、
徹
底
的
に
人
欲、
私
欲
を
捨て
ね
ば
な
ら
ぬ。
自
己
の
利

の
み
を
考
え
求め
る
こ
と
を
捨て
る
に
は
「
慣ニ
其
濁
こ
が
重
要
で
あ
る
と
い
う。

「
慎
其
独」 、
「
慎
独」
と
は
「人
欲
の
私
は
萌も
能
去
る」
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
こ

の
人
欲
を
去る
最
も
身
近
か
な
こ
と
が
孝で
あ
り、
「
父
母
の
悦ぶ
顔
を
見
る
を
楽
と

す
る
を
本」
と
す
る
こ
と
で
あ
る。
そ
の
「
慎独」
を
実
践
す
る
と
き、
「
tzpぎに
は

移
り

悪
し
き
に
は
移
ら
ざ
る
を
心
の
癖に
成
る
ま
で
勤
る
に
お
ゐ
て
は、
漸
々
と
事
も

明
ら
か
に
成
り

恥
ず
べ
か
ら
ざ
る
は
恥
じ
ず。
故
に
心
の
穣

恥べ
き
事
を
恥
じ、

れ
た
る
も
能
磨
く
事
至
り、

則
本
心
の
正
し
き
に
至
り、

世
に
秀
ず
る
事
に
も
至
る」

と
い
う
の
で
あ
る。
「
性
理
を
学
ぶ
趣意」
は
「慎
独」
を
実
践
し、
「
孝」
を
「
斉

家」
に
及
ぼ
す
ま
で
「
踏
み
固
め
/\」
る
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る。



す
な
わ
ち、
「孝
道
を
以
て、
自
ら
分
相
応
の
礼
立
ち、

わ
ぎわ
い

ど
に
な
れ
ば、
自
ら
作
る
華
無
く、
富
め
る
事
疑ひ」
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る。

っ
か
え
まつ

母
に
事
る
を
以
て
自
ら
家
内
一ツ
に
和
睦
し、
家
業出
精
す
る
に
お
ゐ
て
は、
述
る

家
内
一ツ
に
和
睦
す
る
ほ

ー
、
和問
、ノ\

り
ー「

議胃
袋2
の も
原E哀し_ A 

で 事
あ ー
る

家
庭
の
和こ
そ
繁栄
の
根
本
で
あ

は
な
い
の
で
あ
り

圃品E
J、

幽
学
は、
「性
学」
の
性
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
る。

「於ニ
性
学一
は、
第
一
父
母
に
安
堵な
ら
し
め
ん
事
を
願ひ、
或
は
家
内
和
睦し、

或
は
子
々
孫々
に
迄
家
名
全
か
ら
し
む
る
事
杯を
為ν
学 、
分
相
応
之
礼
を立
る
の
事

宗
派
に
は
か
か
わ
ら
な
い。
「
怪
説・

ゆく

家
相・
祈
一時・
種
々
の
奇談」
に
迷
う
こ
と
を
誠め、「天
命
之
謂
性、
其
之
の
字
を
詮

を談
る」
も
の
で
あ
り、

特
定
の
学、
申ホ回目 、

議
し」「能
歩
行
し
む
る
道
を
知
る
為
に
心
を
壷
而
其
幽
玄
を
学ぶ」
もの
で
あ
る。

終
日
其
之
の
字
に
当
て、
其
事
耳
学

(MM)

 

ぶ」
も
の
であ
っ
て、
こ
と
さ
らに
新しい
も
の
で
は
な
い、
と
い
う。

「
之の
字
は
則
時
々
刻
々
に
行
ふ
事に
有
故

ま
た、
性
学
は
「心
の
運
び
を
考
さ
せ、
其
心
の
積を
洗ひ
磨
き
亭
び
候
儀
に
て、

則
心
事
に
御
座
候」 、
「
少し
に
で
も
心に
穣れ
有
れ
ば則
刻
洗ひ
雪め
杯、
:::

人
欲

の
私
を
去る
事
を
専
ら
亭ぶ」
も
の
で
あ
る。
「天
地
の
和
は
寓
物
を
生
育
す。
性
は

其
和の
貰
瞳に
し
て、
聖
人
な
れ
ば
天
下
を
育
ふ。
下
愚
と
躍も
其
志を
得
て、
以
て

五
人
や
十
人
の
家
内
の
者
の
如
き
導
き
不
得
と
云ふ
事
無
き
筋々
を、
分
相
磨 、
器
量

相
慮に
心
得
さ
せ
候へ
ば、
不
孝・
不
義に
陥る
登
り
も、
子
孫滅
亡の
種
を
蒔
く
理

も
相
分
り、

愈
々
改
心
に士山
す」
も
の
で
あ
る
と、
性
学
の
特
徴
を
述
べ
て、
「心
事」

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る。
し
か
も、
性
学
は
「
園
々
経
歴
の
中、
諸
先
生
方
の

大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

設
を
乞ひ
受け、
程
子
朱
子
深
切
の
育に
槌
り、

且
及v
聞
侯
藤
樹
先
生の
教
え
方
に

-， 父

槌
り、
己
に
勤
め
て
人
に
及
ず
の
教
諭
仕
侯」
と
述
べ
て、
そ
れ
が
幽
学
の
新
説
で
な

(日)

い
こ
と
も
述
べ
て
い
る。

門
人
道
友
た
ち
の
理
解し
た
性
学
は
「
幽
同学
教
導
亭
問
筋の
儀
は
程
朱
篤
貫
之

育に
鎚
り、

柳私
之
存
意
見
識
を
相
立
不ν
申
其
身
数年
来
修
業経
験
仕
り

侯
意
味

「中
庸
の教
に
槌
り
て
導
き
養ひ
候」
とい
う
も
の
で、

を
以
て
常に
教
導
仕
り

候」

同
様
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る。

ま
た、
明
治五
年、
性
学
の
調
査
に
当っ
た
山
崎
衡
の
報
告
で
は
「其
事
性
理
を

明
悟す
る
道
亭
を
唱
へ
至
誠
篤
買を
以
て
孝
悌
力団
を
勉
め
賓
行
を
専
務」
と
し

「
議
論
口
舌
を
不
貴心
術
隠微
の
機
を
錬る
に
慣
濁
省
察
の
工
夫」
を
な
し
た
も
の
だ

(況)

と
い
う

見
解
を
示
し
て
い
る。

以
上
の
よ
う
に、
「
性
学」
の
性
格
に
つ
い
て
は
独
自
な
も
の
で
は
な
い
と
い
わ

れ
な
が
ら、
程
子、
朱子、
中
庸 、
道
学、
心
学、
藤
樹
先
生、
実
学
の
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る。
こ
の
よ
う
に
「
性
学」
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
二義
的
で
な
い

と
い
う
こ
と
は、
そ
の
後
の
幽
学
研
究
者
の
聞
で
も
そ
の
評
価
が
様
々
に
わ
か
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る 。

山
「一
種
の
心
学
で
あ
り、

哲
学
史
上
で
は
独
立
学
派
に
属
し、
実
学と
し
て
の
巨
歩

(辺)

を
占
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る」
(
相
原寅
松)。
こ
の
「心
学
(的
と
だ
と
す

(お)

(弘)

る
も
の
に、
高
倉テル、
鴇
田
東
阜が
い
る。
「
独
立
学
派」

岩
橋

(お)

遵
成
が
お
り
「
神
儒
仏コ一教
の
粋
を
探
索
し
て、
以
て
一
家
の
撃を
創
め
ん
と
し
た」

と
す
る
も
の
に、

と
い
う。

(お)

間
「儒
併
雨
教
を
調
和」
し
た
も
の、
さ
ら
に
そ
れ
を
すL
め
て、
山
鹿
素
行、
大
道

寺
友
山
と
関
係
づ
け
て
「
仏教
と
武士
道
と
の
結
的」
と
見
る
も
の、
さ
ら
に
幽
学
の

九



大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

(お)

武
士
道
思
想
を
強
調
す
る

も
の、
が
あ
る 。

(3) 
中
江
藤
樹
の
影
響
に
着
目
し
な
が
ら
述べ
る

も
の。

「
三
遣
を
併
せ

陽
明
亭
を
以
て
練
り

合
せ 、
賞
亭
と
し
て
の
賦
活
力」
を
与
え
た
と
す
る

も(
側 、
ま
た

す
な
わ
ち 、

「
儒
教
の
教
を、
彼
の
思
索
と
体
験
か
ら一
般
の
人
々
に
わ
か
り

易
く
説
い
た
実
践
道

徳」
で
あ
り、
「
程
子
の
学
よ
り

入っ
た
の
で
あ
る
が

か
の
陽
明
学
者
の
中
江
藤
樹

(初)

の
学
問
な
ど
の
影
響
を
受
け 、
陽
明
学
に
相
似
た
思
想
成
果
に
到
達
し
た」
と
い
う

も

の
で
あ
る 。

(4) 賓
践
弱
行
の
人
な
りそん

彼吾の ι台数長t土 ミ

霊安
道観
努長
暫t昼間 3・
を2
股も吃 の
さ は
Y。多
Eきむし、Lー 。
と
う

視
点

幽
学
の
思
想 、

「
彼
は
買
に

は
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
の
視
角
に
入っ
て
い
る
と
い
え
る 。
「
経
験
主
義
的
立
場
に
立

つ
実
践
倫
理
の
学」 、
「
我
園
の
家
族
制
度
の
長
所
と
祖
先
崇
拝
の
思
想
を
取
り

入
れ

た」
「
彼
の
道
徳
論
の
最
高
原
理
を一示
す

も
の
で 、
行
亭一
睡
の
賓
事」

(お)

徳
と
一経
済
と
の
調
和
に
閲
す
る
理
論
を
教
え
る

も
の」
だ
と
い
う

も
の
で
あ
る 。

で
あ
り
「
道

以
上
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
性
学」
観
を
総
括
す
る
よ
う
な

も
の
に
次
の

も
の
が
あ

ヲハV 。同
「
宋
儒
の
学
を
根
底
と
し
た

も
の
で
あ
る
が 、
こ
と
に
円
中
庸』
を
中
柱
と
し、
こ

れ
に
『
大
学』
『
孝
経』
易
学
な
ど
の
教
を
加
味
し、
さ
ら
に
神
仏
二
教
の
思
想
を
採

り
入
れ
て 、
そ
の
内
容
を
構
成
し
て
い
る 。
そ
し
て
家
族
道
徳
と
経
済
の
融
合
を
試
み

た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る」
と
し
て 、
経
済
学
派
に
分
類
す
る

も
倒 。

附
「
学
の
根
本
は
『
中
庸』
の
学
に
あっ
た」
と
い
う
よ
う
に 、
「
性
学」
の
根
底
に

(お)

(幻)

『
中
庸』
を
お
く

も
の。
こ
れ
に
対
し
て 、
「
性
学」
は
「
朱
子
学」
「
程
朱
学」
と
す

る
も

の。

(7) 
戦
後
の
幽
学
研
究
は、
史
学
者
た
ち
に
よ
る
封
建
農
村
の
構
造
分
析
を
通
し
て 、

。

そ
の
思
想
を
解
明
し
よ
う
と
す
る

も
の
が
多
い
が 、
特
に
儒
教
的
家
族
主
義
を
民
衆
の

家
族
主
義
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
り、

村
方
地
主
層
を
核
と
す
る
村

落
共
同
体
の
よ
っ
て
立
つ
幕
藩
体
制
を
結
果
的
に
擁
護
す
る

も
の
だ
と
い
う
批
判
的
な

(犯)

も
の

も
あ
る。七

以
上
見
て
き
た
よ
う
に 、
「
性
学」
解
釈
を
め
ぐっ
て
様
々
な
見
解
が
あ
る
が 、
、画、"

れ
は
何
れ

も
「
性
学」
を
総
括
的
に
把
握
し
端
的
に
そ
の
性
格
を
表
現
し
よ
う
と
す

る
こ
と
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る 。
幽
学
は
二
十
二
年
に
及
ぶ
遊
底
を
な

し
て
い
た
の
で
あ
り

育
に
槌
り、

「
園々
一経
歴
の
中
諸
先
生
の
説
を
乞
ひ
受 、

且
聞
及
侯
藤
樹
先
生
の
教
方
に
槌 (
州」
と
自
ら
述べ
る
よ
う
に
実
に
様
々

程
子
朱
子
深
切
の

な
影
響
を
受
け
た
た
め
と
思
わ
れ
る 。
従っ
て 、
中
江
藤
樹
の
「
教
方
に
槌」
っ
た
と

し
で

も
遊
歴
中
の
短
期
間
の
逗
留
先
で
の
修
学
は
藤
樹
学
の
全
体
を
学
ん
だ
と
す
る
の

は
困
難
で
あ
り、
「
陽
明
学」
と
い
う
よ
う
に
性
格
規
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う 。

そ
れ
よ
り
は、
藤
樹
学
の
基
礎
概
念
の一
つ
で
あ
る
「
孝」
を
考
え
た
方
が
よ
り

適
確

で
あ
る
と
思
わ
れ
る 。
中
江
藤
樹
は
親
子
間
の
徳
で
あ
る
「
孝」
を
基
礎
概
念
と
し
て

こ
れ
を
普
遍
化
し
た 。
人
間
の
内
に
は
「
孝」
と
い
う
「
至
徳
要
道
と
い
へ
る
天
下
無

双
の
霊
宝」
が
あ
る 、
と
い
う 。
こ
の
「
孝」
と
い
う
「
宝
を
す
て
L
は
人
間
の
道
に

た
た
ず 、
に
ん
げ
ん
の
み
ち
た
L
ざ
る
の
み
な
ら
ず 、
天
地
の
道

も
た
tふ やす」
と
い
う

よ
う
に 、
白
然・
宇
宙・
万
物・
造
化
の一
切
は
「こ
と
九\
く
此
た
か
ら
に
包
括
す

る」
も

の
で
あ
る。
幽
学
の
考
え

も
こ
れ
に
近
い 。
し
か

も
幽
学
が
庶
民
教
化
の
起
点

に
お
い
た
こ
と
は、
「
性」
が
人
間
の
普
遍
的
原
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あっ
た
が 、

そ
れ
は
「
天
地
の
和」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
性」
が
「
天
地
の
和
の
別
神
霊」
で
あ
る



人
聞の
性
で
も
あ
り 、

道
と
なっ
て
あ
ら
わ
れ 、
孝
と
し
て
具
体
化さ
れ
る
と
い
うこ

と
で
あっ
た 。
藤
樹
も
孝
は
「
天に
あ
り
で
は
て
ん
の
道
と
な
り 、

地
に
あ
り
で
は
地

の
み
ち
と
な
り 、

人
に
あ
り
で
は
人の
み
ち
と
な
る
もの
也」

又 、
孝
を

と
い
う 。

「
天
子・
諸
侯・
卿
太
夫・
土」
の
孝
と
「
庶
人の
孝」
と
に
分
け
て
考
え 、
分
相

応 、
父
母の
よ
ろこ
び 、
倹
約 、
財
穀の
貯
え
が
で
き
る
と
い
うこ
と
に
目
擦
をお
く

も
の
を
「
庶
人の
孝」
'と
す
る
が 、
こ
れ
も
幽
学の
構
想
と
同
じ
で
あ
る 。
ま
た 、
人

間につ
い
て
も 、
「
人は
天
地の
徳
万
物の
霊」 、
「
本
来
わ
が
身は
太
虚
神
明の
分

身
変
化
な
る」
もの
とい
う

点 、
ま
た
修
身
と
斉家
と
を
連
続
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
「
庶

人の
孝」
の
分
相
応
を
認め
る
点
な
ど
に
も
類
似
性
が
認め
ら
れ
る 。
従っ
て、
こ
の

(幼)

よ
う
な
「
孝」
を
述べ
た
『
翁
問
答』
か
らの
影
響が
あっ
た
と
い
うこ
と
に
と
ど
め

ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る 。

幽
学の
教
化
は 、
門
人
を
「
道
友」
と
呼
び 、
道
友の
団
体
を
「
性
理
教
会」
と
称

し
て、
道
友に
あ
る
問
題に
つ
い
て
「入
れ
札」
を
さ
せ
な
が
ら
道
友
相
互
に
討
議
を

さ
せ 、
時に
は
幽
学が
そ
れ
に
質
疑
応
答す
る
とい
う

方
法
で
行
わ
れ
た 。
そ
し
て
そ

の
結
果
が
記
録さ
れ
る
とい
う
もの
で 、
道
友
相
互の
討
議は
『
義
論
集』
と
なっ
て

残
さ
れ
る
と
い
う

独
得の
方
法
が
と
ら
れ
た 。
こ
の
幽
学の
方
法
に
類
似の
方
法
を
と

っ
た
者
に
伊
藤
仁
斉が
い
る 。

仁
斉は一
方
的に
講
義
を
す
る
の
で
は
な
く 、
門
人
た
ち
に
意
見
を
提
出
さ
せ 、
共

同
で
討
議
を
行
なっ
て
い
る 。
「
朋
友
講
習は
お
の
れ
を
忘
れ
意
を
消
し 、

し
言
を
温に
し 、
誘
披
奨
勧 、
相
与に
道に
進
む
を
務
め
と
す
る
に
在
日〕
と
述べ
ら

気
を
降

れ
て
い
る
よ
う
に 、
門
人
を
「
朋
友」
と
呼
ば
せ 、
問
題の
提
出
を
「
私
擬
策
問」
に

よっ
て
な
し 、
一
堂
に
会
す
る
と
き
に 、

記
録
が
残
さ

「
同
志
会の
式」
を
行
な
い

れ
て
い
る 。
こ
れ
ら
は 、
何
れ
も
幽
学が
行
なっ
た
もの
と
類
似で
あ
る 。
幽
学は 、

大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

仁
斉の
古
義
堂で
行
わ
れ
た
方
法に
習っ
た
もの
と
思
わ
れ
る 。
幽
学は
家
を
山山
た
文

化
十一
年か
ら
十
三
年
ま
で 、
京
都の
九
条
家々
巨
田
島
主
膳
宅に
寄
寓
し
て
い
た
こ

と
か
ら
推
測
で
き
る
と
思
わ
れ
る 。

八

幽
学の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
に
至っ
た
の
は 、
明
治
五
年
教
部
省
少
丞
小
野
述
信
が

布
教の
こ
と
を
掌
る
に
当っ
て、
全
国
教
道に
従
う

者
を
調
査
し
た
折 、
「入
石
性
理

教
会
は
最
善
最
良の
者
と
認め
ら
れ」
る
と
報
告
し
た
の
が
最
初で
あ
る 。
こ
れ
に
よ

っ
て
同
年
九
月
教
部
省
権
大
録
山
崎
衡が
調
査
し

道
友が
幽
学の
死
後
も
「
代々

修
業に
罷
越
し 、
道
義の
為
め
に
身
を
忘
れ
私
を
去
り

て
活
漉
光
明の
心
性
を
了
悟
ず

様工
夫
致
さ
す
事
中々
筆
舌
に
不
及
hhM」
と
性
理
教
会の
活
動
を
評
価
し 、
「
寓
端

幽
挙の
志
を
縫
き
奮
腐
教
諒」
に
努め
「
生
徒
教
育の
業
績
懇々
倦
色
な
く
徳
行
純一

な
れ
は
衆
庶の
敬
仰」
篤い
と
し
て
遠
藤
良
左
衛
門
亮
規
を
大
講
義に
推し
た
の
で
あ

る 。こ
の
こ
と
に
よっ
て
世
に
知
ら
れ
た
幽
学の
事
蹟お
よ
び
思
想の
研
究
が
始
ま
る
の

で
あ
る
が 、
そ
れ
を
大
き
く
区
分
す
る
と 、
明
治
四
十
年 、
昭
和
十
年
代
後
半 、
戦
後

と
三
期に
分
け
ら
れ 、
そ
れ
ぞ
れの
時
期に
よっ
て
研
究
意
図
が
異
な
る
よ
う
で
あ

(必)る 。第一
期

幽
学
研
究の
鳴
矢は
性
理
教
会々
員
高
木
千
次
郎の
筆記
し
た
『
幽息子
事
蹟』
の
よ

う
で
あ
る 。
『
幽
事
全
書』
の
編
纂
者
団
尻
稲
次
郎は
「曲目て
舎
員
高
木
千
次
郎
氏
予

に
告
ぐ
る
に
幽周干の
事
を
以て
す
予
之
を
聞
き
好
奇の
念に
絶へ
ず
氏に
請ふ
に
幽
事

の
事
蹟を
記
し
て
其
大
要
を
示
さ
れ
ん
事
を
以
で
せ
り

氏
快
諾
則
ち
之
を
筆
記
し
て
予



大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

に
示
さ
る・:
:

静
岡
民
友
新
聞
社
の
如
き
は
之
を
俵
摺
と
潟
し
以
て
有
志
の
輩
に
分
た

ん
こ
と
を
高
木
氏
に
請
ふ
に
至
れ
り」
と
記
る
し
て
い
る 。

『
幽
亭
事
蹟』
を
基
礎
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
が
『
幽
亭
全
書』
(
明
治
四
四
年)

で
あ
る
が 、
実
際
の
資
料
収
集 、
執
筆
は
高
木
千
次
郎
で
あ
る 。
ま
た 、
別
に
千
葉
県

内
務
部
編
『
大
原
幽
事』
(
明
治
四
四
年〉
が
刊
行
さ
れ
た
が

実
際
の
執
筆
者
は
池

田
淳
で
あ
る 。
こ
の
両
書
が
幽
学
研
究
の
出
発
点
で
あ
り、

大
部
分
の
資
料
主記
述
の

様
式
と
解
釈
と
を
提
供
す
る
の
で
あ
る 。

『
全
書』
刊
行
の
意
図
は、
「
世
道
人
心
の
興
廃
は
園
家
隆
顔
の
闘
す
る
所
な
り

忠

孝
に
依
る
に
非
す
ん
は
何
を
以
て
乎
世
道
を
清
め
人
心
を
護
興
す
る
を
得
ん 。
世
道
人

心
の
欝
興
に
依
ら
す
ん
は
何
を
以
て
四
海
列
強
に
伍
し
閤
威
を
宣
揚
す
る
を
得
ん
哉」

「
今
哉
我
園
大
戦
の
後
を
享
け
版
圃
損
張
園
富
の
瓶
養
極
め
て
急
な
り

市
し
て
園
富
の

(必)

脅
達
は
農
業
に
負
ふ
者
尚
少
し
と
せ
ず」
と
い
う

も
の
で
あ
る 。

『
内
務
部
書』
刊
行
の
意
図
は、
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
「
世
界
の
局
面」
は
動
揺
と

変
転
の
内
に
あ
り、
「
列
強
は
民
族
的
帝
国
主
義
の
大
姉
を
長
風
に
鶴へ
し」
て
い
る
の

に 、
日
露
戦
争
後
の
国
民
的
自
負
は
「
唯
利
に
走
り

徳
を
忘
れ 、
社
舎
の
腐
敗
と
園
民

の
堕
落」
は
激
し
く
な
っ
て
い
る 。
こ
の
よ
う
な
時
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
戊
申
詔
書」

が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る 。
園
民
は
そ
の
意
を
体
し
て
「
園
運
の
欝
展
に
力
を
喝
し、
而

し
て
更
に
地
方
の
問
委
が 、
園
運
の
欝
展
に
繋
が
る」
こ
と
を
思
い
「
地
方
の
進
歩
開

震
に
資
す
可
き

も
の
は、
之
を
行」
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
あ
る 。

以
上
の
よ
う
に 、
第一
期
の
幽
学
研
究
の
意
図
は、
何
れ

も
日
露
戦
争
後
の
地
方
改

良 、
地
方
開
発
の
た
め
に
人
心
を
向
け
る
こ
と
と、
列
強
と
の
国
際
競
争
が
激
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
国
民
の
精
神
的
統一
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る 。

こ
の
と
き
幽
学
は
「
徳
教
家
に
し
て
傑
出
せ
る
地
方
改
良
家」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

第
二
期

と
は
い
う
ま
で

も
な
い 。

こ
の
時
期
の
幽
学
研
究
に
は
三
つ
の
流
れ
が
あっ
た
と
い
え
る 。

第一
は
日
中
戦
争
を
背
景
に
行
な
わ
れ
る
「
非
常
時
日
本
の
済
世
救
民
を
念
願
と
す

る
志
士
多
数
輩
出」
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、
戦
時
体
制
に
動
員
す

る
た
め
の
国
民
教
化
の一
環
と
し
て
県
当
局
と一
体
に
な
っ
た
「
幽
学
顕
彰」
と
し
て

行
わ
れ
る 。
幽
学
の
顕
彰
は、
確
か
に
早
く
か
ら
あっ
た
が 、
昭
和
十
年
代
に
入
っ
て

明
治
四
四
年

か
ら
著
る
し
い

も
の、が
あ
る 。

幽
事
翁
碩
徳
碑
建
立

大正11 

十
年

昭
和11 庁

十一
年

が
十
二
年

庁
十
三
年

// 

十
四
年

N
十
五
年

四
年
『
幽
皐
全
書』
天
覧

大
原
幽
事
先
生
墓
表
建
設

年
E
五
位
追
贈

十
年
幽
学
旧
住
宅
を
千
葉
県
史
蹟
指
定

八
石
丹
精
奉
公
碑
建
設

大
原
聖
殿
建
設

八
十
年
祭
挙
行

幽
同学
遺
墨
遺
品
展

(必)

大
原
幽
亭
遺
徳
顕
彰
大
会 。
こ
の
と
き
石
碑
建
立 。
懐
徳
会
発
足

そ
し
て 、
昭
和
十
五
年
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
昭
和
十
八

(
千
葉
鯨
教
育
品目
編)
で
あ
る 。
そ
れ
は

年
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
大
原
幽
亭
全
集』

刊
し、

「
時
局
多
難
偉
人
待
望
の
情
切
な
る
時 、
買
く
先
生
の
遺
稿
を
募
集
選
揮
し
て
之
を
公

一
に
は
後
進
の
攻
亭
に
資
し、
人
材
を
育
成

一
に
は
先
生
の
偉
徳
を
敬
仰
し、

し
て
邦
家
の
隆
昌
に
寄
興
せ
む
と
す
る

も
の」
と
い
う

も
の
で
あ
り、
そ
こ
で
は
幽
学



は
「
全
閣
各
地
を
遍
歴
し
て、
各
層
各
階
多
数
の
人
士
と
交
わ
り 、

極
め
て
豊
富
な
る

経
験
を
有
し、
斯
く
て
修
養
錬
成
し
た
る
武
士
道
離・
道
義
観・
経
済
観・
皇
道
精
神

に
徹
し
た
る
哲
中学
観
を
有
し、
而

も
彼
は
そ
の
科
亭
と
技
能
と
を
精
神
に
舘
融
陶
錬

し、
身
を
以
て
こ
れ
を
賓
践
弱
行
し、
遂
に
己
れ
を
殺
し
て
道
を
殉
じ」
た
百
世
の
師

と
さ
れ
る
に
至
り 、
『
全
集』
刊
行
の
意
義

も
「
天
祖
の
肇
園
精
神
に
徹
し、
?KL民
F，ノ私市助

宇
の
大
理
想
の
為
め 、
滅
私
奉
公 、
億
兆一
魂 、
前
古
未
曽
有
の
聖
業
完
遂
に
逼
進」

(必)

す
る
と
き 、
「
世
道
人
心
に
寄
興
貢
献」
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
さ
れ
る 。

第
二
期
の
第
二
の
流
れ
は、
特
に
地
方
史
研
究
家
に
よ
る

も
の
で
あ
る。
「一房
縮
郷

土
研
究
帝国」
に
よ
る
郷

土
史
研
究
の一
環
と
し
て
幽
学
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る。
同
会

の
規
程
は
「
機
関
誌
『一房
綿
郷

土
研
究』
を
発
行
し」 、
「
房
線
郷

土
研
究
に
閲
す
る
論

文 、
資
料
及
記
事
を
掲
載」 、
「
郷

土
に
関
係
あ
る
文
書、
園
蓄
の
刊
行」
「
資
料 、

著
の
蒐
集」
に
あ
り 、

そ
れ
に
応
じ
て
幽
学
に
関
す
る
研
究
や
発
見
さ
れ
た
資
料
の
紹

介
を
行
な
っ
て
い
る。
そ
の
研
究
の
傾
向
は、
郷

土
史
に
輝
く
業
績
を
残
し
た
偉
人
に

対
す
る山中市
敬
と
時
代
精
神
を
導
く
農
村
指
導
者
と
し
て
の
先
駆
者
幽
学
の
顕
彰
の
二
つ

に
見
ら
れ
る 。
例
え
ば

と
大
河 郷
酔( 土
月巴 研L_ 究

関
し
て
の
幽
""与
寸ー
研
nh 
Yし

1'1 

「
大
原
幽
事
事
蹟
雑
現」 、
「
大
原
幽
亭

(1) (2) 
資
料
紹
介
に
関
し
て
は、
「
室
長」 、
「
性
理
事
初
心
者
の
心
得」
(
七
巻
七

号〉 、
「
十
日
市
場
村
林
伊
兵
衛
宛
書
状」
「
常
州
牛
渡
村一
件
御
請
書」
(
八
巻一
号〉 、

同
偉
人
敬
慕
と
い
え
る

も
の
に 、
「
大
原
幽
亭
先
生
と
人
物
民
間」 、
「
讃
幽
亭
全
書

而
有
感」 、

時
局
的
な
顕
彰
に
関
し
て
は、
「
何
故
に
大
原
幽
亭
先
生
を
卒 、A
P 、
「
大
原
幽

亭
の
人
物」 、
な
ど
が
あ
る 。

(4) 

大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

第
二
期
の
第二一
の
流
れ
は、
農
村
指
導
者
と
し
て
の
幽
学
の
業
績
紹
介
と
評
価
に
関

す
る

も
の
で
あ
る。

飯
田
俸

お
うなふみ

幽
学
の
教
え
に
畦
畔
踏 、

『
大
原
幽
亭
の
事
蹟』
(
昭
和
十
六
年〉
は

正
条
橋
(
田
植
御
伝
授〉 、
丹
精
肥
(
性
学
肥)
等
が
農
村
に
定
着
し
た
こ
と
を
強
調

し

農
民

も
ま
た
幽
学
の
教
に
従っ
て
結
婚
式 、
葬
式
等
の
簡
素
化
を
は
か
り 、
「
荷

無惑皿」 、
「
菅
無
蓋」
と
い
う
よ
う
な 、
玄
米 、
菅
を
各
戸
に
拠
出
し
て
備
蓄
し、
困
窮

者
に
貸
与
す
る
相
与
扶
助
の
制
度
を
伝
え
て
い
る。

高
倉
テ
ル
『
大
原
幽
事』
(
昭
和
十
六
年)
Iヱ

高
倉
が
長
野
県
上
田
市
外
別
所
村

で
農
民
運
動
に
従
事
し
て
い
る
お
り
「ニ
ッ

ポ
ン
農
民
史
(ニ
ッ

ポ
ン
農
業
史
と
の

研
究
を
始
め 、
幽
学
の
こ
と
を
知っ
て
(
大
正
十
二
年) 、
「
農
民
運
動
に
じ
っ
さ
い
役

遺

立
つ

も
の」
と
考
え
た

も
の
で
あ
る。
「
幽
亭
の
仕
法
に
よ
っ
て、
農
民
が
大
き
な
利

益
を
え
た
か
ら
で
す 。

土
地
の
交
換
分
合 、
て
っ
て
い
し
た
耕
地
せ
い
り 、

住
宅
の
移

転 、
農
法
の
改
革 、
よ
く
な
い
習
慣
の
改
善
な
ど 、
すべ
て、
農
民
の
立
場
に
た
ち 、

農
民
の
利
益
の
た
め
に
やっ
た

も
の
で
す。
と
く
に 、
一
定
の

土
地
の
私
有
を
や
め
て

共
同
管
理
に
う

つ
し
た
『
先
祖
株
組
合』
::・」

と
述べ
て
い
る
よ
う
に 、
高
倉
は、

幽
学
を
農
民
の
真
の
意
味
で
の
指
導
者
と
認
め 、
士
地
の
共
同
管
理 、
世
界
で
最
初
の

共
同
組
合
と
し
て
の
「
先
祖
株
組
合」
を
高
く
評
価
し
て
い
る。

鴇
田
恵士口
『
大
原
幽
事
選
集』
(
昭
和
十
九
年〉
は

時
局
を
強
く
意
識
し
た

も
の

で
あ
る。
幽
学
の
性
学
は
道
徳
原
理
を
示
す
だ
け
で
は
な
く 、
「
行
亭一
瞳
の
買
事」

で
あ
る
と
し、
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
の
「
先
祖
株
組
合」
を
「
小
を
積
ん
で
大
と
な

す
経
済
の
原
則
を
厳
守
す
る
た
め
に 、
濃
り
に
脱
退
し
得
ざ
る
や
う
に 、
園
瞳
組
織」

と
し
た

も
の
で
あ
る
と
し、
さ
ら
に
「
我
が
園の
家
族
制
度
の
長
所
と
祖
先
崇
拝
の

思
想」
を
と
り

入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
い
る。
そ
し
て
「
先
祖
株
組
合」
は
単
な



大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

る一
家
存
続 、
子
孫
永
続の
貯
蓄
組
合
で
な
く
「
部
落
全
瞳
を
恰
も一
家の
如
き
共

存
共
栄
瞳」
を
作
る
大
家
族
主
義
に
意
義
を
認め
て
い
る 。
そ
し
て
「
肇
園の
大
理

想
顕
現の
た
め 、
慢
恰
苛
烈
な
る
決
戦
を
戟ひ
っ
-h
あ
る
現
段
階に
於て、
兵
農
雨
全

の一
翼
と
し
て、
農
村
針
策は
極め
て
重
要」
で
あ
る
と
述べ
て、
戦
時
下
に
お
け
る

農
民
対
策と
し
て、
幽
学
を
「土
の
聖
人」
とい
うの
で
あ
る 。

以
上
の
よ
う
に 、
こ
の
第
三
の
流
れ
は、
何
れ
も
農
村
改
良 、
地
方
改
良の
先
駆
者

と
し
て
の
幽
学の
研
究で
あ
り 、

高
倉テ
ル
を
除い
て
大
方
は、
時
局
と
結
びつ
け
る

もの
で
あっ
た 。

九

幽
学
研
究の
第三
期は
戦
後で
あ
る
が 、
そ
れ
に
は、
思
想
史 、
教
育
思
想 、
歴
史

学のコ一
分
野に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る 。

山
思
想
史に
お
け
る
幽
学の
位
置づ
けの
研
究
と
し
て
は、
小
林
英一
A・「
大
原

幽
学
論」 、
B・「
下
総
国
呑
取
郡に
於
け
る
平
田
篤
胤
と
大
原
幽
学」
が
あ
る 。

A
論
文
は、
実
践
道
徳
家
幽
学の
実
践
道
徳
教
説
その
もの
の
研
究 、
分
析を
め
ざ

す
もの
で 、
「
幽
学の
教
説
と
実
践
活
動
と
の
連
関」
の
分
析を
通
じ
て、
教
説の
村

役
人
層
を
慕
擦
と
す
る
受
容
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
もの
で 、
戦
後の
幽
学
研
究の
口

火
を
切っ
た
もの
で
あ
る 。

B
論
文
も 、
同
じ
趣
旨で
あ
る
が 、
幽
学
入
総
を
機に 、
村
役
人
を
主
体
と
す
る
篤

胤
門
下 、が
幽
学
門に
移
動
し
た
こ
と
に
着
目
し
て、
村
役
人
層の
イ
デ
オロ
ギ
ー

に
対

ず
る
平
田
派
国
学
と
幽
学の
対
応の
比
較
を
行
ない 、
幽
学の
教
化
が
「
家
ぐ
る
み 、

村
ぐ
る
み」
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た 。

ま
た 、
川
名
登
「
大
原
幽
学
門
人
層の
社
会
的
性
格」
は、
幽
学の
門
人
が
入
門に

四

際し
て
量百
出
し
た
「
神
文」
の
全
部に
当っ
て
分
析し 、
門
人
層の
社
会
的
性
格
と
入

門
理
由の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。

教
育
思
想
に
関
す
る
研
究
は、
幽
学の
独
自の
実
践
を
社
会
教
育 、
婦
女
子の
教
育

とい
う

視
点
で
見
た
もの
が
多い 。

大
槻
宏
樹
「
十
九
世
紀
前
半
社
会
教
育
運
動の
性
格
と
その
札
制」
は、
性
理
学の

社
会
教
育
機
関
と
し
て
果し
た
役
割と
教
化
方
法
を
明
ら
か
に
し 、
又
「
大
原
幽
学の

換
子
教
育
と
村
改
革」
は、
幽
学の
児
童
期 、
家
規
矩 、
換
子の
実
際の一
覧
を
作
成

し 、
幽
学の
児
童
教
育
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら 、
村
改
革に
及
ぼ
し
た
効
果
を
研
究
し

て
い
る 。

宮
崎
蔚
「
教
育
者
と
し
て
の
大
原
幽
学」
は、
幽
学の
教
化
が 、
人
格
形
成に
お
け

る
社
会
環
境
を
重
視
し
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。

相
原
寅
松
「
大
原
幽
学につ
い
て」
は 、
幽
学の
行
と
学
を
教
育の
面で
概
観
し
て

い
る 。戸

沢
行
夫
「
大
原
幽
学の
教
導
仕
法
につ
い
て」
は、
幽
学の
婦
女
子
教
育 、
換
子

制 、
子
供
仕
込 、
先
祖
株
を
支
え
る
道
徳
的
側
面
を
分
析し 、
子
供の
教
育
を
重
視
す

る
の
も 、
労
働
予
備
軍の
形
成
に
あ
り

再生
産
構
造
を
維
持
す
る
た
め
に 、
何
ら
か
の

形で
女
子
供
ま
で
も
生
産
過
程に
組
み
入
れ 、
彼
ら
を
労
働
力
と
し
て
評
価
す
る
こ
と

に
関っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。

(白山)

中
原
哲
俊
「
大
原
幽
学の
思
想」
は、
幽
学の
思
想の
根
本
と
教
育
思
想
を
考
察
し

て、
換
子
教
育
を
通
し
て
その
教
育
目
的
論
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。

ま
た 、
実
証
的
な
歴
史
的
研
究
と
し
て
は、
次の
よ
う
な
もの
が
あ
る 。

(白山)

水
谷
盛
光
「
大
原
幽
学
出
自
考」
は、
幽
学の
出
自
が
伝
聞に
す
ぎ
ぬ
こ
と
か
ら 、

尾
張
藩
大
道
寺
家家
臣
小
寺
玉
見の
自
筆
稿
本
「
小
寺玉
晃
見
聞
筆
録」
「
申
戊
雑々



録」
等に
よっ
て
その
事
実
を
探
ぐっ
て 、
幽
学の
「
大
道
寺
家二
男」
「
剣
術
師
範

殺
害」
の
伝
聞
を
否
定
し
て
い
る 。

歴
史
的
研
究で
は
明
治
大
学
と
千
葉
大
学の
歴
史
学
教
室の
研
究
が
特
筆
さ
れ
る 。

明
治
大
学の
共
同
研
究
「
大
原
幽
学
と
その
周
辺」
(
代
表
木
村
礎)
は

昭
和
四

六
年
以
来の
研
究
成
果
が
「
駿
台
史
学」
4
号に
特
輯
と
し
て
ま
と
め
ら
れ 、
「
性
学

仕
法の
基
礎
考
察」
(
木
村
礎〉 、
「大
原
幽
学
日
記の
検
討」
(
松
沢
和
彦) 、
「
明
治
初

期
村
落
と
性
学
門
人
層」
(
藤
田
昭
造)
な
ど
を
含
み 、
さ
ら
に
平
田
派
国
学
を
学び

性
学
と
も
関
り

が
あっ
た
宮
負
定
雄 、
平
山
正
義
な
ど
の
豪
農
を
通
し
た
比
較
研
究
も

含
ま
れ
て
い
る
(こ
の
共
同
研
究は
後
に
『
大
原
幽
学
と
その
周
辺』
と
し
て
上
梓
さ

れ
た 、
昭
和
五
六
年〉 。

ま
た 、
千
葉
大
学
史
学
教
室の
共
同
研
究の 、
昭
和一二
四
年
以
来の
「
下
総
東
部の

資
料
探
訪・
調
賓」
を
土
台
に
し
た
「
東
総
農
村
と
大
原
幽
学」
は 、
宮
負
定
雄
と
幽

学の
思
想 、
東
総
農
村の
実
態 、
先
祖
株と
幽
学
門の
勢
力 、
等
を
分
析
し
た
もの
で

あ
る 。
こ
の
千
葉
大
学の
日
本
史
演
習の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
に 、
福
山
裕
貴
子

「
大
原
幽
学
研
究の
乱
郡」
が
あ
る 。
こ
れ
は、
幽
学に
つ
い
て
の
研
究
史 、
研
究
動

向
を
分
析し
て 、
「
性
学
運
動
を
通
し
て
の
農
民の
思
想
と
行
動
か
ら
ど
の
よ
う
な
歴

史
的
意
味
(
意
義)
を
持っ
た」
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
もの
で
あ
る 。

以
上
の
研
究
論
文
以
外の
刊
行
物に
は
次の
もの
が
あ
る 。

(1) 
越
川
春
樹
『
大
原
幽
亭
研
究』
〈
昭
和三
二
年) 。
こ
れ
は
百
年
祭
奉
讃の
「
農
村

の
師
大
原
幽
挙』
(三
十
年)
を
基
礎に
し
て 、
百二
十
年
祭
記
念
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
もの
で 、
幽
学
を
真
農
村
建
設の
先
駆
者
と
し
て
捉
え 、
時
代
背
景 、
生
涯 、

化 、
農
村
改
革 、
農
家
経
営 、
その
教
学
を
概
説
し
た
もの
で
あ
る 。

(2) 
正
月
定
夫
『
大
原
幽
学 、
その
人
間
像
と
教
育
思
想』
(
昭
和
四
八
年) 、
『
大
原

大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

幽
学の
教
育
思
想
研
究』
〈
昭
和
五一
年) 。
こ
の
両
書
は、
幽
学の
修
業
時
代
と
学
問

形
成 、
人
間
形
成 、
士
道の
自
覚
と
禅
的
開
悟 、
農
民に
対
す
る
武士
道
的
教
育
を
論

究
す
る
と
と
も
に 、
その
出
自
を
聞い 、
幽
学
思
想の
現
代
的
意
義
を
論
じ
て
い
る 。

内ベU
中
井
信
彦
『
大
原
幽
学』
(
昭
和
三
八
年〉
は
幽
学の
人
物 、
業
績
を
描い
た
伝

記
で
は
あ
る
が 、
単
に
そ
れ
に
終
る
こ
と
な
く 、
農
民
指
導の
展
開 、
その
成
果
を
紹

介 、
農
村
指
導の
内
容
分
析
を
行
なっ
て
い
る 。
ま
た 、
『二
宮
尊
徳・
大
原
幽
学』

(
日
本
思
想
大
系
白)
の
編
纂に
当
り

幽
学の
主
著
『
徴
味
幽
玄
考』
の
構
成
を
行
な

い
定
本
を
作
成
し
た 。
その
解
題
「
徴
味
幽
玄
考
と
大
原
幽
学の
思
想」
が
あ
る 。

以
上
の
よ
う
な
諸
家に
よ
る
幽
学
研
究の
成
果
と
幽
学の
仕
事の
喧
伝
と
は、
千
葉

県
に
お
け
る
児
童
教
育に
も
反
映
し
て 、
『
房
総
伝
記
読
み
物シ
リ
ー

ズ・
大
原
幽
学』

(
高
学
年
向
き)
と
なっ
て
い
る 。
そこ
に
は、
読
書の
手
引
と
し
て
「
幽
学が
北
総

の
た
め
に
行っ
た
事
業に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あっ
た
で
しょ
う」
「
幽
学の
教
育
の
根

本
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
か」
「
幽
学の
偉い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

しよ
う」
「
大
原
幽
学
は
自
らの
手
で 、
自
らの
命
を
絶
ち
ま
し
た 。
門
人
達
は
こ
の

死
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
で
しょ
う」
と
い
う
問い
か
け
が
なさ
れ
て
い
る
が 、

こ
の
間い
その
もの
が
既
に
こ
れ
ま
で
の
幽
学
研
究
者の
関
心
で
あっ
た 。

十

幽
学の
教
育
は 、
「
眼
前の
事
毎
に
迷ひ 、
知
ら
ず
不
孝 、
不
賓の
志
登
り

終

は
其
家
身
を
亡
す
者」
を
対
象
と
す
る 。
そ
れ
は、
「
於ニ
性
事一
は
第一
父
母に
安
堵

教

な
ら
し
め
ん
事
を
願
ひ 、
或は
家
内
和
睦
し、
或は
子々
孫々
山込
家
名
全
か
ら
し
む
る

事
杯
を
潟v
率 、
分
相
慮
之
理を
立
る
の
事
を
払ぴ」
もの
だ
と
自
ら
述べ
る
よ
うに 、

家
庭の
和
と
存
続
を
主
と
し、
そ
れ
を
村
落
全
体に
及
し
て
行
く
もの
で
あ
り 、

その

五



大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

中
心
概
念
は
「
孝」
に
置
か
れ
て
い
る。

命
之
謂v
性」
に
お
け
る
「
之」
の
宇
の
幽
学
独
自
の
解
釈
に
基
く
も
の
で
あ
り、
「
共

ゆく

之
の
字
は
則
時
々
刻
々
に
行
な
ふ
事
に
有
故
に、
終
日
其
之
の
字
に
嘗
て、
其
事
耳
事

こ
の
及
ぼ
し
て
行
く
と
い
う
こ
と
は

ぶ」
こ
と
に
あ
る。
眼
前
の
迷
い
を
払
う
努
力
を
反
復
す
る
う
ち
に、
「
漸
々
十
ヶ
年

も
箆叫
ん
で、
漸
く
眼
前
之
事
に
離
る
L

事
を
得
る」
と
い
う
よ
う
に、
反
復
し
続
け
て

体
得
す
る
ま
で、
ゆ
き
及
ぼ
す
の
が
幽
学
の
教
育
の
方
法
で
あ
り、

実
践
で
あっ
た。

し
か
し、
評
定
所
に
よ
る
七
年
も
の
性
学
吟
味
で、
江
戸
帯
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

思
き
者
に
対
し
て
は
致-
己
言
こ
す
べ
く

帰
村
を
欲
す
る
が、
果
せ
ぬ
ま
斗
「
門
人
共
身
の
行
果
無ニ
費
末一
伏
も
不v
眠
事」
が

幽
学
は、
「
菩
者
に
封
し
て
和
を
楽
し
み

続
く
の
で
あ
る。
し
か
し、
疑
い
晴
れ
て
帰
村
す
る
と
き、
七
年
も
の
問 、
直
接
に
幽

学
が
ゆ
き
及
ぼ
す
こ
と
を
為
し
得
な
か
っ

た
た
め
「
元
之
不
孝
に
蹄
者」
の
多
い
こ

と
を
知
る。
そ
の
よ
う
な
者
が
出
た
と
い
う
こ
と
は、
幽
学
を
信
じ
て
苦
難
を
共
に
し

た
道
友
に
対
し
て
「
僕
が
不
忠・
不
孝」
で
あ
り、
「
人
を
可ニ
教
諭一
無v
謂」
き
こ
と

で
あ
る
と
し、
死
を
以
っ
て
誠
め
よ
う
と
す
る。
「
僕
に
有ニ
憐
心一
者 、
速
に
改v士山
而

孝
を
先
と
し、
情
身
以
て
自
ら
斉
家
之
行
巳
志 、

必
々
不
義
之
富
貴
不v
好
様 、

すて

心
得
勤
可v
給
侯」
が
遺
書
で
あ
る。
自
刃
に
用
い
た
短
刀
に
は
「
難
舎
者
義
也」
の
銘

堅
く

守、
kノコp-0

3刀φd，
t

幽
学
は
「
時
も
無
く
眼
前
之
事
に
迷
ひ 、
元
之
不
幸
に
開」
っ

た
道
友
に
対
し、

「
以v
信
義一
争一
改
心一
可v
給」
と
死
を
以
っ
て
誠
め
た
の
で
あ
る。
こ
の
こ
と
は

幽
学
の
日
常
の
教
化
の
仕
方
を
考
え
る
と
き、

唐
突
で
は
な
い。
幽
学
は、
「
欲
情
増

長
等
に
汚
れ
候
行
肢
の
も
の」
を
誠
め
る
た
め、
屡

、々
断
食 、
塩
断 、
禁
酒
を
行
な

っ(
問 。
こ
の
こ
と
は、
「
己
に
勤
む
る
人
を
道
く
の

私僻」
と
者え
る
幽
学
が
教
誠
に

当
っ
て
自
ら
範
を
垂
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り、
「
開設日
集」
に
於
い
て
も、

一
六

「
天

友
の
感
動
を
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

こ
の
こ
と
は

多
年
に
わ
た
っ
て
箸
修
に
流

れ

賭
博
な
ど
の
悪
風
に
染
ま
っ

た
下
総
の
農
民
を、
「
こ
の
国
の
人
は、

何
に
付
け

僅
か
其
の
時
許
り

後
が
な
い
決
し
て
義
理
を
い
ふ
を
知
ら
ぬ」

風
俗
甚
不v
宜
放
蕩 、
無
頼
の
も
の
伊

て
も、

「
信
州
杯
よ
り

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
き、

そ
の
よ

う
な
農
民
を
立
ち
直
ら
せ
る
に
は、
「
相
教
へ
種
々
に
身
を
苦
し
め
る」
と
い
う

形
で

の
率
先
垂
範
が
必
要
で
あっ
た
で
あ
ろ
う
し、
そ
の
た
め
に
は
「
餓
死」
す
ら
も
辞
さ

ぬ
と
い
う
気
組
み
も
必
要
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る。
し
か
も
そ
の
よ
う
な
幽
学
の
実
践

射
行
の
根
底
に
は、
武
士
と
し
て
身
を
処
し、
そ
れ
を
農
民
に
及
ぼ
し
て
行
く
と
い
う

こ
と
が
あっ
た 。
天
保
六
年
よ
り

安
政
五
年
に
至
る
二
四
年
間、
道
友
に
教
誠
し
続
け

た
幽
学
の
言
行
は

そ
こ
に
見
ら
れ
る
幽
学

「
聞
書
集」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
が

の
基
本
の
姿
勢
は
「
人
の
身
の
上
を
考
ふ
る
に
は

己
が
身
に
し
て
考
え
ざ
れ
ば
知

れ
が
た
し」
と
い
う
こ
と
で
あ
り、
そ
の
上
に
立
っ
て、
愚
譲
怯
謙 、
実 、
信 、
孝 、

丹
精、

競
い
根
生
を
洗
う
等
々
の
徳
目
が
語
ら
れ
て
い
る。

例
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そ
し
て、

孝
に
つ
い
て
も、
「
親
先
祖
へ
孝
行
の
震
に
は、
命
が
惜
し
い
杯
と
思
は
ざ
る」
こ
と、

(引け)

「
命
を
も
お
し
ま
ざ
る
の
志
を
定
む
べ
し」
と
い
う
こ
と
な
ど、
必
死
の
覚
悟
と
も
い

う
べ
き
こ
と
を
求
め、
「
土
ひ
の
通
り

寝
た
る
時
も
心
を
用」
い
る
と
い
う
よ
う
に
武

土
の
生
き
方
を
範
と
す
る
よ
う
に
教
え
て
い
る。

『
微
味
幽
玄
考』
が

「
庶
人
の
魚
に
著
す
者
故 、

こ
の
こ
と
は 、

土
ひ
以
上
の
事
は
無
腕」
で
は
あ
る
が、
武
士
の
生
き
方

を
知
ら
し
む
る
た
め
に
「
士
ひ
以
上
の
事
を
記」
す
と
い
う
姿
勢
に
通
ず
る。
幽
学
に

と
っ
て、
武
士
と
は
「
恥
を
さ
ら
さ
ぬ
者、
二
言
な
き
者」
「
聖
人
の
如
く
自v
誠
明
なナ

ま
た、
「
人
の
作

る」
も
の
で
あ
り、

道
徳
の
体
現
者
と
し
て
理
想
化
さ
れ
て
い
る。

し
た
る
過
に
て
も、
筋
に
よ
っ
て
は
己 、が
切
腹
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
身
分」
で
あ
る。
そ
の

i萱

理
想
化
さ
れ
た
「
武
士
の
魂
ひ
を
能
味
ふ
て
感
る
事
も
あ
ら
ば」

農
民
も
「
自
ら
土



以
っ
て、

ひ
以
上
の
魂
の
強
き
味
ひ
を
知
る
事
に
至
る」
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
き、
幽
学
は
死
を

ゆ「
之
き
及
ぼ
す」
こ
と
を
な
し

道
徳
的
生
を
農
民
に
「
移
し
行
く」
こ
と、

た
の
ゼ
あ
り、

彼
自
身
と
し
て
も
「
武
士
の
義
を
立
る
耳」
と
い
う
道
徳
的
原
点
に
立

っ
た
の
で
あ
る。
農
民
の
た
め
に
師
が
自
刃
す
る
と
い
う

凄
ま
じ
さ
が
あっ
た
か
ら
こ

そ、
農
民
も
性
学
を
農
業
生
産
の
技
術
的
指
導
面
で
の
み
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
く、

精
神
修
養
の
面
で
の
受
け
入
れ
「
八
石
性
理
教
会」
へ
と
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る。

注

(
1)

「
改
心
楼
願
下
書 、

乍
恐
以
番
付
奉
額
上
侯」
「
大
原
幽
率』
千
葉
懸
内
務
部
編
纂(
明

治
四
四
年)
五
六
頁 。
以
下
『
内
務
部室田』
と
約
す 。

「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
侯」

鏑
木
栄
助
等一
件
の
上
申
書 、
『
内
務
部
書』

六
四
頁

同
前
書

「
教
部
省
検
査室田
略」
『
幽
拳
全室
己
田
尻
稲
次
郎
編
纂
(
明
治
四
四
年)
五
三
八
頁 。

以
下
『
全
書』
と
約
す 。

「
長
部
村
道
友
先
祖
株
願
書」
『
大
原
幽
亭
全
集」
千
葉
懸
教
育
舎
編
(
昭
和
十
八

年)
二
六
九
頁 。
以
下
『
全
集』
と
約
す 。

「
聞
書
集
二
の
巻」
(『
全
集』) 、

弘
化
二
巳
年
コ一
月
七
日
夜
の
安
(
八
六
二
一兵)

に

「
先
生 、

御
幼
年
の
御
時 、

朝
七
ツ
の
時
計
が
鳴
る
と
起
き
て 、

六
ツ
迄
書
物
を
讃

み 、

御
城
の
太
鼓
を
聞
く
と 、

我
が
部
屋
へ
行
っ
て 、

茶
を一
ば
い
春
み 、

袴 、

着
物

を
脱
い
て 、

籾
術
の
仕
度
し
て
稽
古
場
へ
出
る」
と
い
う
話
に
続
い
て 、

弘
化
四
来
年

五
月
十一
日
の
項
に
「
先
生
十
八
歳
に
て 、

弓
の
目
録
に
成
り
し
時」
と
い
う
聞
書
が

あ
り 、

そ
れ
ら
を
総
合
す
る
と 、

幽
学
は
剣
術 、

馬
術 、

弓
術 、

茶 、

手
習
等
を
し
た

上
級
武
土
の
子
供
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え 、

ま
た
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と 、

尾
張

藩
重
巨
大
道
寺
玄
蕃
の
第
二
子
で
幼
名
を
才
次
郎
と
称
し
た
が 、

十
八
才
の
折 、

剣
道

師
範
を
斬
る
と
い
う
事
件
を
起
し
て
家
を
出
て
以
来 、

遊
歴
の
世
界
に
入
っ
た
と
い
わ

れ
る 。

門
人
本
多一
元
俊 、

宇
井
出
羽
守
に
与
え
た
扇
の
著
名
は
「
大
道
寺
資
生」
と

あ
り 、

云
い
伝
え
を
裏
づ
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が 、

大
道
寺
家
譜
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
に
さ
れ
ず 、

推
測
の
域
を
出
な
い 。

多
く
の
も
の
は
こ
の
云
い
伝
え
を
そ
の
ま

ま
に
受
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

鴇
回
東
皐
「
大
原
幽
悶学
停
雑
考」
ハ『
伝
記』
昭

(
2〉

(
3〉

(4)
 

(
5〉

(6)

 大
原
幽
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(
7)

 
和
十一
年
十
二
月
号)
は 、

愛
知
県
教
育
史
編
纂
委
員
伊
奈
森
太
郎
の
調
査
に
よ
り 、

大
道
寺
家
八
代
直
方
の
第
二
子
と
推
定
し
て
い
る 。

正
月
定
夫
「
大
原
幽
学』
(
昭
和

四
八
年)
も
こ
の
説
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
尾
張
藩
剣
道
師
範
役
柳
生
家
の
系
図
も

調
査
し
た
が
推
定
の
域
を
出
て
い
な
い 。
水
谷
盛
光
「
大
原
幽
学
出
自
考」
(「
日
本
廃

史」
一一一一一一一
号〉

は 、

大
道
寺
家
々
匡
小
寺
玉
見
の
『
小
寺
玉
見
見
開
筆
録』
『
甲
成

雑
々
録』
に
幽
学
の
起
し
た
と
い
わ
れ
る
事
件
の
記
事
が
全
く
な
く
玉
晃
自
身
も
幽
学

を
知
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
か
ら 、

伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
べ
き
だ
ろ
う
と
結
論

し
て
い
る 。

「
天
保
二
年
十一
月
十
人
日
浦
賀
よ
り
百
子
村
に
話相」
(「
口
ま
め
草
上」
『
全
集』
一一一
六

三
頁) 、
「
天
保
三
年
九
月 、

銚
子
医
徳
寺
に
逗
留
の
中 、

御
陳
屋
八
人 、

町
家
三
人
入

門
有
り」
(「
口
ま
め
草
下」
『
全
集』
一二
七
四
頁)
と
あ
り 、

足
跡
の
初
め
と
活
動
の

開
始
を
知
る 。

「
口
ま
め
草」
「
道
の
記」
「
性
学
日
記」
「
陸
奥
つ
れ
づ
れ
草」
な
ど
の
日
記
が
あ
る 。

景
物
と
し
て
与
え
た
扇
の
文 。
『
内
務
部室田』
三
八
頁 。

「
口
ま
め
草
上」 、
「
全
集』
コ一
三
一
一良

本
多
元
俊
宛
書
簡
『
全
集』
六
二
四
頁

「
教
導
筋
主卒
中
上
侯」
『
全
集』
二
五
二
頁

『
内
務
部
書』
一
三
五
頁

「
議
論
集
序」
『
全
集』
七
八
四
支

『
内
務
部
書』
一
七
四
頁

同
前
書

二
二
O
頁

『
二
宮
尊
徳・
大
原
幽
亭』
日
本
思
想
大
系
白

昭
和
四
八
年

本
多
元
俊
宛
書
館 、
『
全
集』
六
二
二
頁

「
教
導
筋
奉
申
上
侯」
『
全
集』
二
五
二
頁

「
幽
拳
よ
り
教
導
受
け
修
業
仕
侯
次
第
荒
増」
「
内
務
部
書』
一
三
五
頁

「
山
崎
衡
の
検
査
室田」
『
全
書』
五
三
八
頁

「
大
原
幽
学
に
つ
い
て」
『
神
戸
女
子
短
期
大
学
論
致』
日

『
大
原
幽
亭』
昭
和
十
六
年

『
停
記』
停
記
事
舎 、

昭
和
十
二
年一
月
号

『
大
日
本
倫
理
思
想
議
達
史』
明
治
四
五
年

『
全
集』
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大
原
幽
学
の
思
想
と
実
践

(幻)
正
月
定
夫
『
大
原
幽
学
の
教
育
思
想
研
究』
昭
和五一
年。
さ
ら
に、
幽
学
が
尾
張
藩

出
身
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し、
藩
校
で
の
教
育
を
想
定
し
て
「
明
倫
堂
の
家
回
大
峰

に
於
け
る
古
学
や、
私
叔
し
た
山
家
素
行
の
皇
学
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い」
と
も
い

う。
「
大
原
幽
学、
そ
の
人
間
像
と
教
育
思
想』
昭
和
四
八
年。

高
木
千
次
郎
「
大
原
幽
亭
武
士
道
論」
『
全
書』
附
録
四
六
一
一良

立
花
角
五
郎
「
性
亭
鈴
韻」
『
一房一
線
郷
土
研
究』
六
巻
三
号

越
川
春
樹
「
大
原
幽
学
研
究』
昭
和三
二
年

『
内
務
部
書』 。
「
全
書』
も
同
一
視
点
で
あ
る。

中
井
信
彦
「『
徴
味
幽
玄
考』
と
大
原
幽
学
の
思
想」
『
日
本
思
想
大
系』
臼

鴇
田
恵士口
『
大
原
幽
皐
選
集』
昭
和
十
九
年

中
泉
哲
俊
「
日
本
近
世
教
育
思
想
の
研
究』
昭
和
四
一
年

飯
田
停
一
『
大
原
幽
亭
の
事
蹟」
昭
和
十
六
年、
菅
原
兵
治「
何
故
に
大
原
幽
率
先
生

を
学ぶ
か」
『
房
総
郷
土
研
究』
六
巻
三
号 、
「
大
原
哲
撃
の
原
典
と
中
庸」
同
七
巻
七

号久
木
幸
男
『
日
本
教
育
宝
典』
8、

所
収

藤
森
成
吉
『
藤
森
成士口
全
集』
一
部
九
巻
附
録

小
林
英
一
「
大
原
幽
学
論」
『
思
想』
四
O
七
号

「
教
導
筋
奉
申
上
候」
「
内
務
部書留』
七
四
頁

『
中
江
藤
樹』
日
本
思
想
大
系
参
照

「
同
志
会
筆
記」
『
伊
藤
仁
斉
・

伊
藤
東
涯』
日
本
思
大
系
お
二
四
二
頁

「
性
理
亭
由
来
書」
「
全
書』
五
三
人
頁

那
智
佐
典
「
大
原
幽
率
先
生
と
人
物
長
育」
『
一房一
総
郷
土
研
究』
第
三
巻二
号 、
立
花

角
五
郎
「
性
事
鈴
韻」
同
六
巻
三
号
参
照

福
山
裕
貴
子
「
大
原
幽
学
研
究
の
課
題」
『
海
上
史
研
究』
十
一
号
参
照

「
全
書』
序

「
内
務
部
書』
序

長
戸
路
政
司
「
大
原
幽
皐
の
本
領』

こ
の
時 、
菅
原
兵
治
が
行
なっ
た
講
演
題
目
は
「
新
統
制
下
に
於
け
る
日
本
農
道
の
本

質」
で
あっ
た。
『一房
総
郷
土
研
究』
八
巻
一
号
参
照。

「
編
纂
につ
い
て」
「
全
集』
八
頁

高
木
卯
之助、
五
巻
入
号
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三
上
義
夫 、
五
巻
九
号

立
花
角
五
郎 、
六
巻
三
号

那
智
佐
典 、
三一巻二
号

松
本
高
三
郎 、
七
巻
八
号

菅
原
兵
治 、
六
巻
三
号

向 、
八
巻
一
号

「
思
想」
四
O
七
号

「
地
方
史
研
究」
三一四
号

「
日
本
歴
史」一
三一一五
号

「
日
本
の
教
育
史
学」
第
六
集

「
学
術
研
究」
二
四
号 、
早
稲
田
大
学

「
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要」
入
号

「
神
戸
女
子
短
期
大
学
論
致」
十
九
号

「
史
学」
四
八
巻二
号

「
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要」
七
号

「
日
本
歴
史」一一一一
一二
号

「
海
上
町
史
研
究」
十
一
号

『
全
集l』
六
二
三
頁

『
全
集』
六
五
三
頁

「
道友
宛
遺
書」
『全
集』
七
七
六
頁

「
自
身
四
十三
日
の
間
堕
気
を
不ν
良 、
四
十
四
日
よ
り
食
を
断
ち
己
に
餓
死
に
も
可v

及
処 、
其
節
門
人
数
多
改
心
相
成
候
・
:

門
人
共
右
の
志
を
潟
貫
皮
存
じ、
其
間
よ
り

酒
相
止
当
年
迄
十
六
年
に
相
成」
鴇
田
『
選
集』
十
六
頁、
二
四
六
頁、
「
聞
書
集」

『
全
集』
八
七三
頁
参
照。

『
全
集』
二
七
二
頁

『
全
集』
八
七
三
頁

『
大
系』
二
八
O
頁

『
大
系』
二
四
O
頁

(
η〉

(口)
(引け)

ハ万)


